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各発行者記号は、次のとおりである。 

Ａ 東京書籍 Ｊ 光村図書出版 

Ｂ 大日本図書 Ｋ 帝国書院 

Ｃ 教育図書 Ｌ 大修館書店 

Ｄ 開隆堂出版 Ｍ 啓林館 

Ｅ 学校図書 Ｎ 数研出版 

Ｆ 三省堂 Ｏ 日本文教出版 

Ｇ 教育出版 Ｐ 学習研究社 

Ｈ 教育芸術社 Ｑ 自由社 

Ｉ 清水書院 Ｒ 育鵬社 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

国 語 科 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・「話す・聞く」の領域

では，つけたい力を焦点

化して教材を精選し，

「読む」領域では，生徒

の発達の段階にあった

教材を選んでいる。 

・各領域とも，学年段階

に応じた適切な教材を

取り入れている。 

・非連続型テキストを多

く取り上げた説明的文

章を取り入れている。 

（１年p.126） 

・各学年の発達の段階に

適した教材を選択して

いる。 

・「読む」領域の教材を

新鮮な作品と定評のあ

る作品をバランスよく

配置している。 

・各学習材に「言葉の力」

を示し，学習のポイント

を明確にしている。 

・１年間の文法学習を効

果的に配置している。 

 

・全学年ともＢ４判の折

り込みページにカラー

の挿絵や写真を載せ，古

典に対する興味を喚起

する工夫をしている。 

(1年p.104） 

・「書く」，「話す・聞く」

の教材は２段構成で提

示し，上段に学習の流

れ，下段には具体的な作

品例を載せ，生徒が意欲

的に取り組めるよう工

夫している。 

（1年p.204，2年p.70） 

・読書活動の充実を図る

ために年３回読書単元

を設定し，全学年とも教

科書教材と関連のある

図書の表紙をテーマ別

にカラー写真で紹介し

ている。 

・資料編で「情報の調べ

方・使い方」「情報の伝

え方」についての具体的

な方法を紹介している。

（1年p.271～p.277） 

・本編・基礎編・資料編

から成り，基礎編では，

基礎的な能力について

解説するとともに，練習

問題で確認ができるよ

うにしている。（１年

p.222～） 

・資料編に、教材と関連

のある読み物を掲載し

ている。教材の終わりに

は，その関連性が記号で

示してあり、活用しやす

くしている。 

・新出漢字を，脚注

に分かりやすく大

きく掲載している。

また，新出漢字を用

いた他の語句を読

み仮名付きで挙げ，

語彙を増やす工夫

をしている。 

・新しく付け加えら

れた常用漢字の読

みに関する単元を

設けている。（1 年

p.190） 

・各単元の扉には，季節

感のある写真と詩歌を

配し，様々な言語表現に

触れ，感性を磨く場を設

定している。 

・各領域とも学年段階に

応じた適切な内容・程度

で教材をバランスよく

精選している。 

・思考力・判断力・表現

力の基礎となる「言葉の

力」を３年間で系統的に

積み上げる工夫をして

いる。 

Ｅ 

・長文の文学教材が多い

が，幅広いジャンルにわ

たって教材を選定して

いる。 

・各領域とも学年段階に

応じた内容・程度の教材

を取り入れ，無理なく学

習できるよう工夫して

いる。 

・文法の学習では，基礎

的な知識を詳細に取り

上げて学習できるよう

に工夫している。 

（１年p.190,242） 

・「読む」領域の教材が

豊富であり，幅広いジャ

ンルのものを掲載して

いる。 

・各単元で「習得・活用・

探究」の目的に合わせて

教材を選定し，読解力の

育成を目指している。 

・「探究」の教材につい

ては，生徒の実態に応じ

て取り上げるよう工夫

している。 

・全学年，巻末には「月

の異名」「十二支」の表

をカラーで掲載し，古典

学習への興味を高める

工夫をしている。 

（1年p.357） 

・言語事項に関する教材

では，挿絵や外国語の例

を挙げるなどの工夫を

し，生徒が興味をもって

学習できる内容にして

いる。 

(3年p.46,188,298） 

・テーマ（1年「近代文

学」「平和」）について，

読書を深められるよう

な教材を設定している。 

・批評的，分析的に文章

を読む力を育成するた

めの教材を全学年で取

り上げている。（２年

p.38,3年p.53） 

・教材末の「学びの窓」

に，「家庭学習」として，

具体的な学習活動を示

している。 

(１年p22,84,90,100) 

・巻末の「言語の学習」

に，語彙や文法に関する

ものをまとめて解説し，

復習しやすくするとと

もに，「発展的な内容」

として，古典文法や古語

を収録している。 

（１年p.327,357） 

・文法等の学習の例

文で，既習の教材を

活用し，生徒が興味

をもって取り組め

るよう工夫してい

る。（１年p.304,3年

p.51） 

・表紙の裏から目次にか

けて，10ページ以上にわ

たり，１つの絵が描か

れ，生徒が次を想像しな

がらページをめくるこ

とができる仕掛けにし

ている。 

・Ａ5判で，音読や学習

スペースに配慮したサ

イズにしている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

国 語 科 No.２ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｆ 

・「読む」領域の教材は，

本冊には少数を選定し

て取り上げ，別冊には多

くの教材を載せて，生徒

の実態に合わせて選択

できるよう工夫してい

る。 

・「書く」領域の学習に

重点をおき，書く機会を

多く設けている。その題

材もレポートやリーフ

レット等，実際の生活に

役立つものを取り上げ

ている。（１年p.40） 

・巻頭の詩から古典まで

連続する作品群は，伝統

的な言語文化を重視し

た特徴的な構成である。 

・全学年「読む」領域の

教材では、「学びの道し

るべ」として，「一人で

学ぶ」「みんなで学ぶ」

「学びを振り返る」とい

う学習の流れが共通し

ており，見通しをもって

学習できるよう工夫し

ている。 

（１年p.56 ） 

・各単元の扉に「的確に

表す」などの能力目標を

明確に掲げている。ま

た，それに対する問いか

けがあり，問題意識をも

って取り組めるよう工

夫している。（3年p.33） 

・「漢字を使いこなそう」

の単元では，漢字の成り

立ちについてのコラム

を掲載し，漢字への興味

を喚起している。（1 年

p.32） 

・「読む」領域の教材の

後には，関連図書の表紙

を内容別・作者別にカラ

ーで掲載している。ま

た，生徒が本を紹介する

欄も設けており，読書へ

の興味をもたせる工夫

をしている。(1年p.57) 

・情報活用能力の育成の

ため，別冊・資料編には

「情報活用編」を設けて

いる。 

・「言葉のレッスン」で

は，自主学習しやすいよ

うに漢字や文法につい

て解説と練習問題を掲

載している。（1 年

p.208~240） 

・本編の後の「確かめよ

う」では，領域ごとに学

習事項を挙げている。生

徒に分かりやすい見出

しにし，自学自習に活用

しやすいよう配慮をし

ている。（1年p.244） 

・巻末の新出漢字の

一覧表を多色刷り

で見やすくし，また

詳細に解説してい

る。 

・活字が大きく見や

すい。写真や図も大

きくビジュアル的

な配慮をしている。 

 

 

・本冊と別冊の２冊に分

冊し，別冊では学習に必

要な基礎知識を詳細に

説明している。 

・１年の入門期にまず声

を出して音読する単元

を設けている。教材は，

「現代詩」「和歌」「漢詩」

等バラエティーに富ん

でいる。 

・漢字の習得を重視して

いる。 

Ｇ 

・各領域とも，学年段階

に応じた適切な内容・程

度の教材をバランスよ

く取り入れている。 

・「話す・聞く」「書く」

の領域においては、日常

生活に役立つスキルを

身に付けられるよう教

材化している。（１年

p.146） 

・「読む」領域では，近

代文学の名作を取り上

げている。（１年p.138） 

・領域ごとに教材をまと

めて掲載しているので，

教材相互の関連性を意

図的に結ぶことが可能

である。 

・教材の前書きや「みち

しるべ」を設定し，学習

内容やポイントを確認

できるようにしている。 

・「ここが大事」では学

んだ内容を活用するポ

イントを示している。 

 

・「学習のねらい」をＢ

４判横２枚分の折り込

みに領域別に示し，裏に

は「学習記録シート」を

掲載することで，生徒が

目標をもって意欲的に

学習に臨むための工夫

をしている。（1年p.8） 

・生徒が興味・関心をも

って学習に取り組める

よう，映画や歌を教材に

取り入れている。 

（2年p.98，3年p.178） 

・「読む」領域の教材の

後や巻末に，関連図書等

の表紙をカラーで掲載

しており，読書への興味

をもたせる工夫をして

いる。 

・情報活用能力の育成の

ために，情報の収集から

発信するまでの過程を

詳しく説明している。 

(1年p.176~181) 

・メディアリテラシーに

ついて考える機会を設

定している。（1 年

p.100,101） 

・学習材によっては，「や

ってみよう」として発展

的な学習を示している。

（1年生p.44） 

・小学校で学習した漢字

の練習問題や，当該学年

の教材に関連する漢字

の読みの練習問題を掲

載し，家庭学習に活用で

きるようにしている。

（1年p.220~226，2年

p.240~246，3年p.236 

~242) 

 

・巻頭に「身につけ

たい言葉の力」「国

語学習の進め方」を

カラーの図で示し，

国語の学習を概観

できるよう工夫し

ている。（１年p.6） 

・「関連させて覚え

よう」では同音の漢

字や部首などテー

マを設け，漢字を整

理して身に付ける

手立てとしている。 

（２年p.240）  

・裏表紙見返しには文学

者の写真資料や直筆の

原稿を載せたり，言葉の

もつ役割について簡潔

に述べたりするなど，言

葉に対する興味をかき

立て，感性を育てる一助

としている。 

・領域ごとに教材をまと

めて掲載しており，相互

の関連性を意図的に結

ぶことができる。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

国 語 科 No.３ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｊ 

・各領域とも学年段階に

応じた適切な内容・程度

の教材を取り入れてい

る。 

・「書く」「話す・聞く」

の領域では，時間をかけ

て学ぶ教材と，１時間で

学ぶ練習の教材を設け，

軽重をつけている。（１

年p.36,128） 

・説明文教材は論説文・

評論文・記録など幅広い

分野におよび、論理構成

のしっかりした作品を

取り入れている。 

（３年p.42等） 

・１年p.14には，「言葉

に出会うために」を設定

し，３年間の学習の見通

しをもたせた上で，言葉

の力をつけていく基本

的な手だてを示してい

る。 

 

・古典教材ではカラー写

真を多く掲載し，生徒の

興味を喚起している。 

（2年p.144） 

・「話す・聞く」「書く」

教材では，学習の流れと

ポイントを図示し，学習

の見通しをもちやすい

よう工夫している。（1

年p.36） 

・文法学習では，導入に

挿絵を取り入れ，学習へ

の関心を高める工夫を

している。（2年p.64） 

・読書活動の充実のため

に全学年で読書単元を

設定し，テーマ別に推薦

図書の表紙をカラーで

掲載している。 

・情報活用能力を育成す

るために，「読書と情報」

の単元を設定したり（1

年p.72,73），「読書活動」

の単元では，本の紹介や

人物について調べる活

動を取り入れたりして

いる。（1年p.68,69） 

・当該学年と，下学年の

漢字の練習問題を掲載

し，家庭学習に活用でき

るよう工夫している。

（１年p.235～246） 

・漢字の復習ページ「漢

字を確認しよう」を適宜

設けている。(1年p.32) 

・文法では，下学年の学

習事項が２ページにま

とめられており，復習し

やすくなっている。（2

年p.218） 

・脚注に新出漢字と

重要な語句や類義

語等を載せ，語彙を 

増やす工夫をして

いる。（１年p.28） 

・小学校６年で学ん

だ漢字一覧表を手

書きに近い書体で

表記している。 

（１年p.239） 

 

 

・「季節のしおり」を適

宜配置し，季節感のある

詩歌や関連する絵画を

掲載し，言語感覚を養う

ための工夫をしている。 

・各領域を関連づけて学

習できるよう単元の構

成を工夫している。 

・「次につなげよう」に

は、学習の振り返りの項

目が挙げてある。言語教

材では、日常や多領域に

生かすポイントも示さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

書  写 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・１年用は48ページ，

２・３年用は60ページ

である。 

・１年では主たる毛筆教

材が７点，硬筆教材が５

点，２・３年では主たる

毛筆教材が７点，硬筆教

材が４点である。 

・硬筆教材では比較的長

い文章も取り上げ，書写

力の向上を図る配慮が

見られる。（１年 p.47, 

２・３年p.24, 49） 

・教材ごとに３段階の

「学習の進め方」と「学

習を振り返って」の構成

となっており，自己評価

まで見通しをもって学

習に取り組めるように

工夫されている。 

・単元「生活に広げよう」

では，硬筆・毛筆での学

習を日常生活の中で生

かしていくための活動

が工夫されている。（１

年 p.38,２・３年 p.28,  

46） 

・写真や図版，イラスト

による資料が豊富で，具

体的なイメージをつか

みながら学習に取り組

めるような配慮が見ら

れる。 

・楷書から行書そして仮

名への変遷までを，ペー

ジ左上にパラパラ漫画

で示し（１年「加」「女」，

２・３年「波」「奈」），

文字への関心を高める

よう工夫されている。 

・「原稿用紙の書き方」

や「手紙の用語」など国

語科の内容との関連や，

数字とアルファベット

の書き方やファクシミ

リ，電子メール，ノート

等の書き方など，他教科

や学校生活，社会生活と

の関連が図られており，

学習や生活を支える書

写の特性が踏まえられ

ている。（１年 p.17,41 

２・３年p.36 ,42） 

・巻末に「発展」として

上学年や高校での学習

内容が紹介されている。

（１年 p.48,２・３年

p.52） 

・手本教材を谷折りする

工夫がされ，手本を隠

し，自分で考えて書き，

後に手本と自分の書い

たものを比べて修正点

に気付き，清書するとい

った，段階を追った学習

ができるようになって

いる。（１年p.5, 16） 

・学習する文字やポ

イントを目次と並

べて示したり，学習

の段階を色分けし

たりして，学習内容

が一目で確認でき

るように工夫して

いる。（１年p.1） 

・巻末の漢字一覧表

が毛筆で示された

り，色分けがされた

りするなど，使いや

すく編集されてい

る。 

・表紙には「風」（１年）

「流」（２・３年）の５

字体をイメージ写真と

ともに配置し，文字のも

つイメージを効果的に

印象づけている。 

・伝統文化としての書写

の継承が図られるよう

に，漢字や書の歴史につ

いての資料が多く掲載

されている。（１年裏表

紙口絵,２・３年口絵

p.50） 

Ｂ 

・１年用は49ページ，

２・３年用は74ページ

である。 

・１年では主たる毛筆教

材が１０点，硬筆教材が

８点あり，２・３年では

主たる毛筆教材が１１

点，硬筆教材が１０点で

ある。 

・硬筆教材は文字単体の

ものを中心にして，基

礎・基本をおさえるため

の配慮がなされている。 

・１，２年生では学習課

題一つごとに毛筆教材

一つとし，同時に硬筆に

よって学習事項の練習，

整理を行うように構成

されている。（１年

p.6~7） 

・２年と３年の内容を分

けて提示し，前学年の内

容の確認と応用を段階

的に積み重ねた構成と

なっている。 

(２・３年p.1,43) 

・１年では「手書き文

字」，３年では「自分の

言葉による作品」の学習

が設定され，書写の楽し

さを味わうとともに興

味・関心が高まるよう工

夫されている。（１年

p.34, ２・３年p.54） 

・表紙絵は伝統文化の浮

世絵を用いた芸術性の

高い資料，裏表紙口絵は

文字の文化や歴史につ

いて興味・関心を高める

資料が配置されている。 

・資料や図版，イラスト

等を必要最小限におさ

え，実際に書いて確かめ

る活動を多くして，技能

をしっかり身につけら

れるような配慮が見ら

れる。 

・文字の組み立ての学習

では部首名や部首につ

いての知識もあわせて

学習できるように工夫

されている。（２・３年

p.27,29,31） 

・書体の移り変わりや漢

字の成り立ちの学習に

あわせ，書体字典が紹介

されており，文字の世界

の奥深さに触れさせる

よう工夫されている。

（２・３年p.62） 

・３年の発展学習単元

「古典の文字から学ぼ

う」では臨書や集字が取

り上げられ，高校での芸

術科書道との接続に配

慮されている。（２・３

年p.48~49） 

・右ページを単元の

始まりのページと

して統一し，大きく

見出しを示して学

習内容を意識させ

る工夫がなされて

いる。（全巻共通） 

・巻末の漢字一覧表

は五十音順に配列

し，楷書と行書を対

応させる形でまと

められている。（全

巻共通） 

・毛筆での学習を中心と

して，硬筆は毛筆で学ん

だ基本的事項を整理し，

知識・理解を深めるため

の教材という位置づけ

がなされている。（１年

p.6） 

・１，２年では特に基礎

的・基本的技能及び知識

の習得に重点がおかれ

ており，３年では生活に

生かすという面で楽し

く学習することに重点

がおかれている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

書  写 No.２ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｅ 

・全学年合冊の96ペー

ジで，１，２年生では基

礎的知識・技能の習得，

３年生では既習事項の

活用という構成である。 

・１年では主たる毛筆教

材が６点，硬筆教材が５

点，２，３年では主たる

毛筆教材が６点，硬筆教

材が７点であり，少ない

教材数で一つの課題に

時間をかけて学習でき

るように配慮されてい

る。 

・字形・配置・筆順・行

書の特徴など基礎的・基

本的事項について，毛筆

教材での学習を中心と

して定着を図る配慮が

見られる。また，漢字教

材が多く取り上げられ

ている。 

・半紙大の手本を多く取

り入れて，学習の手助け

となるよう工夫されて

いる。(p.8～9) 

・専門家による手本だけ

でなく，生徒の作品も掲

載し，書写に対する興

味・関心を高める工夫が

なされている。(p.64,65) 

・コラム「書写の窓」が

３か所と教材ごとのポ

イントが示され，知識の

獲得や学習目標の達成

のための有効な手立て

となっている。 

(p.15,19,33) 

 

・「総合的な学習の時間」

などに活用しやすいよ

うに，巻末に「書写便利

図鑑」が設けられてお

り，手紙の書き方など，

生活の中に生かせる資

料が示されている。

(p.69~96) 

・硬筆教材に古典の文章

や詩，名作の一節が取り

上げられ，国語学習との

関連が図られている。 

(p.24,58,60) 

・各単元の終わりの部分

に「書いてみよう」とい

うページが設定され,

各々の目標に沿った課

題が適切に示され，有効

な学習ができるように

なっている。(p.16等) 

・「書けたらダルマに目

を書き入れよう」という

コーナーを設け，評価の

観点を示して自主的に

学習に取り組めるよう

工夫されている。(p.15

等) 

・「自分の印を作ろ

う」では,篆刻の作り

方の過程が詳しく

示され，様々な字形

の美しさに触れ，文

字全般についての

興味・関心を喚起で

きるようになって

いる。また，発展学

習として自分で取

り組める内容とも

なっている。 

(p.78,79) 

・単元ごとに扉のページ

が設けられ，学習への見

通しや心構えをもてる

よう工夫されている。ま

た，課題語句に対するイ

メージを膨らませるた

めに，毛筆文字とともに

その言葉に適した風景

写真が用いられている。 

(p.7,17等) 

Ｆ 

・１年用は56ページ，

２，３年用は60ページ

である。 

・１年では主たる毛筆教

材が６点，硬筆教材が８

点，２，３年では主たる

毛筆教材が５点，硬筆教

材が９点であり，硬筆学

習に重点が置かれてい

る。 

・練習教材を少なくし，

考えたり話し合ったり

する教材を多く取り上

げている。 

・課題解決的な学習が進

められるように，手本教

材は後半にまとめて掲

載するなど，教材の配列

に工夫が見られる。 

（１年p.22~36, ２・３

年p.26~38） 

・行書の学習では，速く

書くことを意識させる

ために，制限時間を設定

して書く教材が取り入

れられている。（１年

p.14） 

・詩歌の碑，チラシや商

標，世界の文字など，生

活の中に生きる文字へ

の関心を高めるよう工

夫されている。（１年

p.40,２・３年p.18,19） 

・各単元末の「学習を生

かそう」では，学習事項

を生かして自分で考え

て書くように工夫して

あり，学習意欲を高める

よう配慮されている。 

・必要な資料は「資料編」

として巻末に掲載し，文

字の歴史や知識，表現の

効果，書式など，学習を

進めるうえで使いやす

く工夫してある。 

（１年 p.38~44,２・３

年p.40~51） 

・「レポートの書き方」

「メモのとり方」「レイ

アウト」など他教科の学

習に生かせる資料が取

り上げられている。（１

年p.44,２・３年p.50） 

・「考えよう・話し合お

う」「気付いたことをま

とめよう」という学習過

程を設け，自分で課題を

見つけて学習に取り組

めるよう工夫されてい

る。（１年p.4等） 

・素材の工夫や名前のデ

ザインなどを発展課題

として取り上げ，文字環

境を整えること，文字で

伝え合うことが意識で

きるよう配慮されてい

る。（２・３年p.42,43）  

・直接書き込むワー

クブック形式で編

集されており，生徒

の学習への抵抗感

を取り除く工夫が

なされている。 

（１年p.4等） 

・「本の帯をつくろ

う」など，文字の表

現力が実感でき，学

習意欲を高める教

材が設定されてい

る。（２・３年p.20） 

・硬筆で基礎・基本をお

さえ，毛筆はその定着を

図るものとして位置づ

けられている。また，一

貫して課題解決的な学

習が行えるように工夫

してある。 

・様々な場面で文字を書

く世界の人々の写真に

よって，文字を書いて伝

えることで自分の世界

が広がることを示して

いる。（全巻口絵） 



選  定  に  必  要  な  資  料 

書  写 No.３ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｇ 

・１年用は56ページ，

２，３年用は64ページ

である。 

・１年では主たる毛筆教

材が７点，硬筆教材が６

点あり，２，３年では主

たる毛筆教材が８点，硬

筆教材が７点である。 

・古典作品の書写におい

ては使用機会の少ない

漢字について筆順を取

り出して示す配慮が見

られる。（２・３年p.23） 

・全学年において，毛筆

で字形や筆脈等の基

礎・基本をおさえ，硬筆

で知識・理解面の整理と

応用を行っている。さら

に「１年間の学習のまと

め」を毛筆で行い，学習

事項の定着を図る構成

になっている。 

・教材ごとに，学習を振
り返り，自己評価ができ
るように配慮されてい
る。(1年p.9) 

 

・文字を書く道具である

「文房四宝（筆・墨・硯・

紙）」について原料や製

作過程が写真と解説で

示され，文字文化への理

解を深める手立てとな

っている。 

（１年p.14,15） 

・３年「学習の成果を生

かそう」ではＡ～Ｃの選

択課題が用意されてお

り，生徒が興味をもって

学習に取り組めるよう

な配慮が見られる。 

・「あの人が残した文字」
では，実際に歴史上の人
物の肉筆を見ることで，
文字の価値や美しさに
ついて考えられるよう
になっている。 
（２・３年口絵） 

・１年は「竹取物語」，

２年は「枕草子」「平家

物語」，３年は「おくの

ほそ道」を取り上げ，音

読してから書くように

するなど国語学習との

関連が意識されている。 

・１年生用，２・３年生

用ともに巻末に上学年，

高校や社会生活におけ

る書写学習の内容や様

子を紹介し，書写学習を

発展させるための配慮

がなされている。 

・「試し書き」や「まと
め書き」が設定されてお
り，自ら進んで学習活動
に取り組めるようにな
っている。 
(２・３年p.7) 
 

・見通しをもって学

習できるよう書写

学習の樹形図が示

されている。 

・硬筆手本の字が大

きく，余白も十分で

見やすい紙面構成

となっている。 

・巻末の漢字一覧表

は部首ごとにまと

められており，字形

を学びやすくして

いる。 

・１年生用，２・３年生

用ともに一つめの教材

には詩が取り上げられ，

言葉の美しさとともに

手書き文字の美しさを

味わえるように工夫さ

れている。（１年 p.2，

２・３年用p.2） 

・まとめの教材や補充教

材を含め，毛筆教材が豊

富で，毛筆による基礎・

基本の学習の充実が図

られている。 

Ｊ 

・全学年合冊で 120 ペ

ージである。１年では主

たる毛筆教材が５点,硬

筆教材が３点,２，３年

では主たる毛筆教材が

５点,硬筆教材が１点で

ある。 

・教材が必要最小限にま

とめられ，ゆとりをもっ

て学習ができ，生活の中

での文字の生かし方に

ついて考えられるよう

に配慮されている。 

・行書の特徴について

「変化・丸み・連続」「部

首」「知って得する行書

のルール」に分けて示

し，知識・理解を深める

工夫がなされている。

（p.32,44,49） 

・ホップ・ステップ・ジ

ャンプ・「広げよう」と

いう構成で，学習の見通

しから習得，活用まで無

理なく学習できるよう

に配慮されている。 

・写真，図版，イラスト

を多く用い，生徒が作品

制作に具体的なイメー

ジをもって取り組めた

り，市場など身の回りで

使われている文字の効

果に気付いたりできる

ような工夫がなされて

いる。(p.66・67) 

・「ジャンプ」では実用

的な作品づくりによっ

て，意欲を高めるよう工

夫されている。（p.18

等） 

・筆記具の使い分けや数

字とアルファベットを

取り上げ，学習の基礎と

しての書写力を身につ

けるよう工夫されてい

る。（p.18,19） 

・手紙のノートの書き方

など国語や他教科の学

習，日常生活に生かすた

めの視点を「資料」とし

て巻末に掲載し，３年間

を通して学習に生かす

ことができるよう，配慮

されている。(p.81~) 

・発展学習として古典を

見習って書く「臨書」へ

の挑戦が取り上げられ

るなど，高校での芸術科

書道への接続について

の配慮が見られる。 

(p.78~79) 

・なぞり書きや練習欄が

豊富で,自学自習への細

やかな配慮がなされて

いる。(p.14,15等) 

・ポイントを明るい

黄色で示したり「ジ

ャンプ」「広げよう」

の作品例は淡色を

用いて見やすくし

たりするなど，色遣

いが工夫されてい

る。(p.18,19) 

・巻末の漢字一覧表

は小・中学校別に楷

書と行書が併記さ

れ，使いやすさに配

慮されている。 

・俳句や古典作品，「漢

字ワンダーランド」「仮

名の誕生物語」など伝統

文化に配慮した教材が

取り上げられている。

(p.3,38等) 

・「昔の人が書いた文字

を見よう」では臨書の手

本として先人の価値の

高い作品が選択されて

おり，美意識を高める配

慮がなされている。

(p.78,79)  

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（地理的分野 No.１） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・精選された内容で，生

徒の発達段階に適した

分量，程度になってい

る。 

・基礎的・基本的内容を

重視した構成となって

いる。 

・「地理スキルアップ」

を設定し，学習に必要な

資料活用の技能が段階

を追って身に付けられ

る構成になっている。

（p.9等） 

・見開きに 1 つずつ学

習を深めるのに適した

活動や作業，学習内容を

確認するための課題を

載せている。（p.13等） 

・学習の振り返りができ

るように，章末にまとめ

のページを置いている。  

・「地理にアクセス」で

生徒が興味を示しそう

なさまざまな話題を紹

介している。（p.11等） 

・地域に暮らす人々の声

を紹介している。（p.23

等） 

・「一口エピソード」で

フォッサマグナと文化

の違いなど生徒が興味

を示しそうな話題を紹

介している。（p.128等） 

・竹島を写真入りで扱

い，「固有の領土」と記

述している。（p.117） 

・中国地方については都

市と農村の変化を中心

に扱っている。また，交

通の発達により島根県

西部と広島の結び付き

が強まったことを紹介

している。（p.178） 

・「地理にアクセス」の

中で市町村合併の例と

して雲南市を取り上げ

ている。（p.177） 

・発展的内容として大陸

移動説を扱っている。

（p.127） 

・自主的に学習を深める

手立てとして，世界の諸

地域の各州の学習の最

後に，「自由研究」や「深

めよう」のページを置い

ている。（p.40,41,72等） 

・ＡＢ版となり写真

などの資料が大き

く掲載されている。 

・基礎的・基本的内容を

重視した適切な分量，程

度であり，1時間ごとの

課題が示されていたり，

ＡＢ版で資料が大きく

掲載されていたりする

などの工夫がされてい

る。 

・様々なエピソードの紹

介の他に，地域に暮らす

人々の声を紹介するな

ど生徒に共感させなが

ら関心を高める工夫が

されている。 

Ｇ 

・宗教と社会のかかわり

を取り上げ，パレスチナ

問題や原理主義など，高

度な内容を取扱ってい

る。（p.31） 

・アジアは中国を中心に

扱い，調べ学習の例とし

てインドを取り扱って

いる。（p.36～41,108～

113） 

・それぞれの地域の学習

の最後に，南北問題，環

境問題などの世界的な

課題や日本の課題を考

えるページを設けてい

る。（p.49等） 

・それぞれの時間の学習

課題を明示するととも

に，「トライ」で各時間

の学習活動を示してい

る。（p.7等） 

・「地理の窓」を設け，

関連する話題を提供し

ている。（p.11等） 

・２編３章では学習の最

初に写真のページを設

けている。（p.155等） 

・衛星写真や様々な地図

を並べて掲載している。

（p.117～120） 

・印象的な写真が効果的

に使われている。（p.49

等） 

・竹島を写真入りで扱

い，「固有の領土」と記

述している。（p.125） 

・築地松，武家屋敷など

が写真で紹介されてい

る。（p. 127,155） 

・石見空港を例に，地方

空港の課題を紹介して

いる。（p.177） 

・中国地方は人口を中心

に取扱っており，過疎化

対策として石見銀山を

利用した観光開発を紹

介している。（p.172） 

・「読み解こう」で資料

活用のヒントを与え，考

えを深めさせる工夫が

されている。（p.27等） 

・発展的な内容として，

地震とプレートの関係

を扱っている。（p.133） 

・とびらのページに

点字が使われてい

る。（p.1） 

・米南部共同市場

（メルコスール）な

ど新しい言葉が太

字で強調して表示

されている。（p.94） 

・新しい語句が多く取り

上げられ，詳しく学習で

きる内容になっている。

世界や日本の課題を考

えさせることが意識さ

れている。 

・主題性のある印象的な

写真が多く掲載されて

いる。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（地理的分野 No.２） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｋ 

・地理的な見方や考え方

を重視した内容になっ

ており，分量も生徒の発

達段階に適している。 

・日本の諸地域では，都

市圏の過疎化（関東地

方）など，これまでとは

異なる視点の内容が扱

われている。 

・「日本の底力」，「地域

の底力」を置き明るい展

望をもたせる工夫がさ

れている。（p.56等） 

・１編３章は州を概観し

てから視点を考える構

成になっている。 

・「あなたならどうする」

という生徒の思考を促

すページが設定されて

いる。（p.178等） 

・書き込みながら学習す

るページが設定されて

いる。（p.15等） 

・その土地に住む人や働

いている人の具体的な

話が多く紹介されてい

る。（p.46等） 

・１編２章には，「人」

の生活の様子の写真が

掲載されている。 

（p.16,17等） 

・国名しりとり歌，プロ

野球のキャンプや旭山

動物園の写真などが掲

載されている。 

（p.9,167,256） 

・竹島を「固有の領土」

と記述している。 

（p.125） 

・中国地方を他地域との

結びつきを視点に扱い，

観光地として出雲大社，

城下町松江，石見銀山，

たたら製鉄の博物館を

紹介している。（p.187） 

・鳥取県内の東西の移動

と東京への移動の時間

という島根にも共通す

る課題が掲載されてい

る。（p.163） 

・各時間に学習を振り返

る課題と自学で深める

課題が示されている。

（p.17） 

・地理学習に必要な基本

的技能を身に付けるた

めのコーナーが設けら

れている。（p.11等） 

・資料を読み取るポイン

トが示されている。

（p.21等） 

・「さらに深めよう」で

発展的な内容を取り扱

っている。（p.100等） 

・用語の解説を同じ

ページ内に設定し

ている。（p.11等） 

・基礎的・基本的な内容

で構成されている。地理

的な見方が重視され、こ

れまでとは異なる視点

から地域の学習が扱わ

れている。また，将来に

明るい展望を持たせる

よう工夫されている。 

・「人」の話や写真が多

く，共感的に人々のくら

しをとらえさせる工夫

がなされている。 

Ｏ 

・基礎的・基本内容を重

視している。 

・２編２章に環境問題の

ページを設けたり、１編

３章の各州に「環境＋

α」を設けたりするなど

環境を大きく扱ってい

る。（p. 49,172,173） 

・１編３章ではアジアを

くわしく扱っている。 

（p.38～53） 

・各州の学習の最後に

「日本とつながる」を設

け，関係を意識させてい

る。（p.54等） 

・２編３章は「日本の地

方のようす」を北から順

に扱っている。近畿地方

を詳しく扱っている。 

（p.234～249） 

・景観写真が掲載されて

いる。（p.184等） 

・１編２章では，半分以

上のスペースに写真を

掲載し，生徒の関心を喚

起しようとしている。 

・「世界のいま」，「日本

のいま」などのコラムで

さまざまな話題を紹介

している。（p.45,189等） 

・世界，日本の諸地域の

学習では，最初に概観す

るページを設け，写真を

載せている。（p.184等） 

・竹島の写真を掲載し、

本文中に太字で表記し

ている。（p.123） 

・中国地方は人口を中心

に扱い過疎地域のくら

しを守る努力として，浜

田市を走る県からの支

援で更新された鉄道車

両を写真で紹介してい

る。（p.255） 

・高齢化の推移を示すグ

ラフを掲載している。

（p.254） 

・自学自習の手立てとし

て，各ページに学習課題

や学習活動，まとめの問

いを設けている。（p.24，

25等） 

・「地理ズームイン」で

バーチャルウォーター，

ゲリラ豪雨など新しい

事象を紹介している。 

（p.102,104,148） 

・学習を深め，自学の助

けとなる施設を紹介し

ている。（p.36等） 

・用語の解説を同じ

ページ内に設定し

ている。（p.5等） 

・ページ数が多い。 

・基礎的・基本的内容を

重視している。環境問題

を大きく扱い，詳しい記

述がされている。 

・コラムやページ構成を

工夫し，生徒の関心を高

めようとている。また，

博物館の紹介など生涯

学習につながる記述が

ある。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（歴史的分野 No.１） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・読みやすいようにワイ

ド版で，ふりがなはゴシ

ック体が使用されてい

る。（p.20等） 

・理解が難しい言葉につ

いては，そのページの中

で用語解説がなされて

いる。（p.21等） 

・本文の内容を理解でき

るよう，多くの資料が効

果的に用いられている。 

・各章の初めに資料と年

表，終わりには振り返り

の課題が掲載されてい

る。（p.17,56等） 

・生徒が学習課題をつか

めるようにタイトルの

横に示してあり，学習内

容を確認したり，さらに

深めたりする課題は見

開きページの最後に表

示されている。 

（p.20,21等） 

・世界遺産，国宝のマー

クが記載されている。 

（p.35等） 

・ワイド版で写真が大き

い。 

・歴史学習の導入として

第１章に歴史の基本的

な見方や調べ学習の方

法などが書かれている。 

・学習課題をキャラクタ

ーの吹き出しで提示し

ている。（p.5,23等） 

・時代のまとめ方が具体

的に提示されている。 

・世界遺産として石見銀

山が掲載されている。

(巻頭) 

・歴史資料が要約されて

いるところがある。

（p.31等） 

・図書館やインターネッ

トの利用の仕方などが

スキルアップとして各

章に掲載されている。 

・各章にある「深めよう」

は現代の課題とのつな

がりが意識されている。 

・発展的学習のために各

章末に「深めよう」が設

けられ，人権や環境問題

等を挙げ公民的分野と

の関連が図られている。

(p.178)等 

・各章の巻末には各時代

の特色をとらえるまと

め方を紹介したページ

と年表や地図を活用し

た振り返りのページが

あり，自主学習できるよ

う工夫されている。

(p.55,56等) 

・章末の振り返りで

まとめた年表が次

の章の年表とつな

がるようにレイア

ウトされており，時

代の流れを意識さ

せる編集となって

いる。（p.56,57等） 

・色使いやレイアウ

トに一貫性があり

読みやすい。 

・一貫性のある編集で，

単元ごとに整然として

いる。特に近現代史では

人々の様子を撮影した

写真を多用し，人の営み

としての歴史を学ばせ

る工夫がなされている。 

(p.192,210等) 

Ｇ 

・語句の注釈は簡潔で，

発展的な内容も含まれ

ている。(p.30等) 

・本文の内容を理解でき

るよう，多くの資料を効

果的に用いてある。 

・文章表現が平易で生徒

の発達段階に即してい

る。 

・各章の初めに時代の象

徴的な資料と年表，終わ

りに「学習のまとめと表

現」が掲載されている。 

・見開きのタイトル部分

には，その学習する年代

（世紀）と学習課題が記

載されており，右下には

時代をとらえるための

課題が設けてあり，言語

活動と結びついている。

（p.14,15等） 

・近現代史が総ページ数

の半分を占めている。 

・各節のタイトルが特徴

的で，学習内容のポイン

トもあり，生徒が関心を

もちやすいように示し

てある。(p.38等) 

・学習課題をキャラクタ

ーの吹き出しを用いて

提示している。(p.10等) 

・特設ページが豊富で生

徒が関心をもって読む

ことができる。(p.24,25

等) 

・人物と資料から歴史を

深めようとするように

工夫されている。 

・石見銀山のコラムがあ

る。(p.90) 

・「歴史の窓」に領土問

題として竹島が取り上

げられている。(p.251) 

・章の終わりの資料と章

の始まりの資料に統一

性があり，時代の流れを

つかませる工夫がある。

(p.82～83等) 

・章末３ページを「学習

のまとめと表現」とし，

語群から語を選び年表

を完成させるなどの工

夫や，学習のまとめ方と

して歴史新聞やミニレ

ポートが紹介されてい

る。(p.44～46等) 

・各章にあるテーマ学習

の中で，授業に関連した

人物や出来事がより詳

しく紹介されている。 

(p.78等) 

・節のタイトルの囲

みに年表が付いて

おり，どの時代の学

習をするか明確に

されている。(p.38

等) 

・小学校で学んだ人

物と中学校の学習

で新しく出てくる

人物の枠の色を変

えている。（p.66,67

等） 

・節のタイトルが工夫さ

れていて，生徒の学習の

動機づけになっている。

また、導入資料とタイト

ルが一致しているとこ

ろが多い(p.114等) 

・「読み解こう」で資料

の見方が記述してある

ので，生徒が自ら学習す

るポイントがわかりや

すい。(p.37等) 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（歴史的分野 No.２） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｉ 

・語句の注釈は最低限度

にとどめられている。 

・資料等はわかりやすく

現代語で書かれている。

(p.97等) 

・見開きに，本時の課題

とまとめの課題が掲載

されている。（p.10,11

等） 

・各章ごとに整理してま

とめるためのページが

設けられている。(p.56

等) 

・世界と日本の関係を理

解しやすいように，地図

が多用されている。

(p.20,21等) 

・各節に基本的な学習課

題が明記されている。 

・年表づくりなどの作業

的な学習がある。(p.6) 

・絵画資料を用いて時代

の特色をつかむことが

できるように工夫され

ている。（p.22等） 

・「深める歴史」生徒が

関心をもつようなコラ

ムが文章記述されてい

る。(p.12等) 

・「深める歴史」で出雲

の阿国を取り上げ，中世

の文化や社会について

説明している。(p.107) 

出雲国風土記の神話と

伝承の記述がある。

(p.44,45) 

・荒神谷のイラストがあ

る。(p.23) 

・各章ごとに，時代に即

した発展的な内容が詳

しく資料とともに記述

されている。(p.85等) 

・各章の章末１ページは

年表を用いたまとめと

なっており，時代を大き

くつかむための設問が

用意されている。(p.56

等) 

・キャラクターなど

のイラストが最小

限に抑えてあり，す

っきりとした構成

になっている。 

・巻末に衣・食・住

などの生活の様子

をイラストや資料

で年表にまとめた

ものが掲載されて

いる。 

・現代史の記述が多く，

詳しく説明されている。 

・世界史との関連を重視

した項目が多く，歴史の

流れに沿って説明され

ている。(p.92～95) 

Ｋ 

・理解が難しい言葉につ

いては，そのページの中

で用語解説がなされて

いる。(p.62等) 

・本文の内容に即した写

真や図が効果的に使用

されている。 

・見開きの初めに，学習

課題が，終わりに，まと

めの課題が設定されて

いる。（p.8,9等） 

・各部ごとに学習のまと

めるためのページが設

けられている。(p.42,43

等) 

・「技能をみがく」で歴

史的スキルを段階的に

学ぶ工夫がされている。

(p.43等) 

・「歴史に挑戦」で生徒

の関心を高め，追求しよ

うとする態度を育てよ

うとしている。(p.20等) 

・「タイムトラベル」の

想像図が全章にあり、

で，同時代的に歴史を見

ようとしている。 

(p.16,17等) 

・人物索引が最初にあ

る。 

・各節の導入資料に工夫

があり，キャラクターの

発問も広がりがある。 

（p.8等） 

・島根県の記述が随所に

みられる。（墳丘墓，荒

神谷遺跡，出雲神話，風

土記，阿国，たたら製鉄， 

石見銀山など）（巻頭等） 

・地理，公民との関連を

意識したコラムがある。

(p.44等) 

・地域調査の方法がまと

めて記述されている。

(p.251～262) 

・竹島が日本の領土であ

ることを示した地図が

ある。(p.235) 

・「 歴 史 の 舞 台 」

(p116,117等)「歴史に挑

戦」が設けられ，資料を

活用し課題解決を図る

発展学習ができるよう

になっており歴史事象

を様々な角度から考察

できる内容である。 

・各部の末には学習のま

とめがあり，基礎基本の

確認，思考力を問う設問

があり，個に応じた自学

自習ができるよう工夫

してある。(p.42,43等) 

・資料が豊富で，そ

れぞれの資料から

読み取ることを重

視した構成となっ

ている。 

・１時間の授業のま

とめとして「チェッ

ク＆トライ」があ

り，基礎的な問いと

発展的な問いがあ

る。(p.19等) 

 

・各部にある「タイムト

ラベル」の歴史想像図

は，生徒が時代や人々の

生活や社会の様子を，豊

かにイメージすること

ができる。(p.16,17等) 

・一貫して課題解決型の

教科書となっている。特

に「歴史に挑戦」では，

歴史学習のおもしろさ

や追究したくなる課題

が提示されている。 

(p.100等) 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（歴史的分野 No.３） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｏ 

・注釈に加えて「豆知識」

「キーワード」で歴史用

語や語句を詳しく説明

している。（p.35,37等） 

・本文の内容に即した写

真や図版が精選して掲

載されている。 

・各編の巻頭には４ペー

ジにわたって，資料・図

版・年表・歴史地図で時

代を概観している。・見

開きに時代・世紀がわか

るスケールが記載され

ている。(p.14～17等) 

・1時間の学習活動が明

確になるように，見開き

の初めには，学習課題

が，終わりには，学習課

題の確かめが設定され

ている。（p.18,19等） 

・歴史学習の切り口を巻

頭で紹介している。 

・教科書の使い方を説明

している。（p.4,5） 

・各章の初めのページに

時代の特徴的な資料を

選定している。(p.58,59

等) 

・各章ごとに地域学習の

特設ページがある。 

・「歴史の転換」のコー

ナーが各章ごとにあり，

時代を大観させようと

する工夫がみられる。

(p.68～69) 

・松江藩の専売，出雲の

阿国，鷺舞を資料として

掲載している。 

（p. 89,111,159,） 

・玉作湯神社，揖屋神社

を渡来人と関連して表

記している。(p.55) 

・発展的学習として「歴

史を掘り下げる」「先人

に学ぶ」があり，詳しい

内容が提示してある。 

（p.54,55,86等） 

・編末には各時代の特色

を年表や地図を活用し

てまとめ，自主学習を進

めるページがある。

(p.56,57等) 

・見開きでの図版が

多く使用されてお

り，資料の読み取り

ができるよう工夫

されている。 

(p.58,59等) 

・肖像画や写真が多

く用いられ，人物へ

の興味・関心をもた

せる工夫がされて

いる。(p.137～140

等) 

・各編の巻頭は資料が工

夫されている。（p.94,95

等） 

・巻末年表では，文化と

歴史との関係がわかり

やすく記載されている 

・歴史の流れに沿って，

説明している。 

Ｑ 

・歴史の流れに沿ってコ

ラムや資料，図版が豊富

に用いられている。 

・抽象的な用語や難解な

言葉については「歴史の

言葉」で解説されてい

る。(p.37等) 

・各章のはじめにはその

時代に関係の深い絵や

写真と課題が，キャラク

ターの吹き出しで語ら

れている。(p25等) 

・国の始まりを神話の記

述から学ぶ教材が取り

上げられている。 

(p.42,43) 

・天皇に関する記述が多

い。(p.76等) 

・巻頭の「歴史を学ぶと

は」で，歴史を学ぶ意義

を述べている。 

・見開きのタイトルの下

に学習課題が示され，右

下の「ここがポイント」

にその答え等が示され

ている。（p.34,35等） 

・コラムに仏像の見方が

詳しく取り上げられて

いる。(p.72,73) 

・コラム「国譲り神話と

古代人」では，大国主神

や出雲大社が取り上げ

られ，加茂岩倉遺跡出土

の銅鐸の写真が掲載さ

れている。(p.44,45) 

・出雲の阿国が記述され

ている。(p.119) 

・各章の終わりのページ

には「歴史豆辞典」とし

て，100字程度の用語解

説と，言葉の意味を100

字でまとめる課題が示

されている。(p.78等) 

・各章のまとめは姉妹，

兄弟の問答形式が取り

入れられるとともに，比

較等により，思考力を問

う課題や，意見交換会の

課題が示されている。

(p.77) 

・長文のコラムは「もっ

と知りたい」「外の目か

ら見た日本」「人物クロ

ーズアップ」などがあり

章末に記載されている。 

（p.84,85,116,131等） 

・キャラクターのイ

ラストは序章と各

章の初めとまとめ

のみに使用され，す

っきりとした構成

になっている。 

・図版より文章によ

る表現を重視して

いる。 

・見開きのタイトル

に付された番号は

全巻を通したもの

である。（目次） 

・日本人の信仰や考え

方，歴史上のできごとや

人物の功績等について

の記述から，日本の伝統

や文化について学ばせ

る工夫がされている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（歴史的分野 No.４） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｒ 

・歴史用語が多用され，

詳しい内容になってい

る。 

・1時間の授業を概ね見

開きでまとめている。 

（p.18,19等） 

・身近な地域の学習の方

法について巻頭にまと

めて記述している。(p.8

～11) 

・見開きの初めには，学

習課題が示されている。 

（p.20等） 

・各章のまとめでは，人

物，出来事を問う課題が

掲載されている。(p.60

等) 

・人物の生き方，考え方

に関する記述が多く掲

載されている。(p.184

等) 

・歴史の学び方について

巻頭でまとめている。 

・各章に歴史絵巻があ

り，時代を大観できるよ

うにしている。またイラ

ストを多用し，生徒が関

心をもつように工夫し

ている。(p.15等) 

・「読み物コラム」が多

く，歴史を深く学ぶ工夫

がされている。（p.55

等） 

・絵画資料より，文章資

料に力点が置かれた構

成である。 

・「読み物コラム神話に

見る歴史の誕生の物語」

で出雲神話，出雲大社を

取り上げている。 

(p.46,47) 

 

・発展的な学習のため

に，各章に２～５の「読

み物コラム」「人物コラ

ム」が設けられている。 

（p.51等） 

・内容が詳しく，日本の

文化や伝統を重んじる

テーマが多くみられる。

(巻頭ぺージなど) 

・各章末には年表を使っ

たまとめ，時代の特色を

つかむための課題が提

示されており，自学自習

がしやすくなっている。

(p.60等) 

・全体的に図版はシ

ンプルで文章表現

が多い。 

・各章の巻頭に船舶

の写真を用い，時代

の移り変わりをつ

かませる工夫がさ

れている。(p.63等) 

・古代の日本文化が詳し

く取り上げられ，読み物

資料も多く，深い知識が

得られる。(巻頭ぺージ) 

・イラストなどの配置が

工夫され，歴史上の人物

の生き方や考え方が多

く記述されている。

(p.134,135等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（公民的分野 No.１） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・図表，写真等の資料が

大きく，本文も平易な表

現で簡潔にまとめてあ

る。 

・章ごとに色遣いが変え

られており，学習内容の

まとまりを把握しやす

い。 

・学習内容が精選され，

発展的学習等に充てる

時間が十分確保できる。 

 

・各ページの資料や写真

と本文のレイアウトが

統一され，使いやすく工

夫されている。 

・対立と合意，効率と公

正の学習では，「マンガ 

トラブル」などを使い，

問題解決への見方や考

え方の提示が工夫され

ている。(p.22～29) 

・「日本文化の多様性の

学習」では，地理的分野

の学習との関連が図ら

れている。(p.18) 

・各章の導入に「ちがい

のちがい」，「市長になっ

て考えてみよう」，「コン

ビニの経営者になって

みよう」などの作業やシ

ミュレーションを設定

し，興味・関心を高める

工夫がされている。

(p.32,64,106) 

・偶数ページに吹き出し

で，内容の導入に関わる

事柄を疑問形の形で表

し，授業導入の工夫がさ

れている。（p.136等） 

・「公民にアクセス」で，

「竹島は島根県隠岐の

島町に属する日本固有

の領土」と明記され，地

図上にも記載されてい

る。北方領土，尖閣諸島

も同様に扱われている。

(p.151)  

・原子力発電の利点と課

題について記述してい

る。(p.167) 

・「終章」としてこれま

での学習を踏まえた「持

続可能な社会」をテーマ

とする課題追究とレポ

ート作成に関する学習

課題が設定されている。

(p.175～183) 

・奇数ページの下部に，

一単位時間終了後のま

とめができるように課

題が設けてあり，生徒が

自主学習を進められる

ように工夫されている。

(p.137等) 

・教科書がＡＢ判に

なっており，図表や

写真が見やすくな

っている。 

・見開きごとの学習課題

と学習の振り返りが掲

載されており，学習事項

の定着と学習の発展に

つながる内容と構成に

なっている。(p.12等) 

Ｇ 

・本文の文章が多く，詳

細な説明がされている。 

・基礎的・基本的な事項

の確認がしやすい内容

である。 

・本文中の重要語句には

番号を付け，解説文や写

真，グラフの番号と結び

つけて生徒が理解しや

すく工夫されている。

(p.66等) 

・労働と社会保障を第５

章として独立させ，生徒

が現代日本の課題とし

て認識できる構成とな

っている。(p.156～165) 

・新設の「現代社会をと

らえる見方や考え方」で

は，対立と合意，効率と

公正について公園利用

のルール作りを通して

考える構成となってい

る。(p.24,25) 

 

・各章のはじめに手塚治

虫，キング牧師，坂本龍

一などの言葉を取り上

げ，学習の導入としてい

る。(p.5 ,71,179) 

・「公民の窓」コーナー

を多く設け，事例を紹介

することで，興味・関心

をもちながら学習が進

められるよう工夫され

ている。(p.51,87等) 

・「公民の窓」で竹島問

題が「韓国と未解決の問

題」として紹介されてい

る。(p.195) 

・原子力発電の利点と課

題について記述してい

る。(p184) 

・学習の集大成として，

「持続可能な未来へ」と

いうテーマで，「未来へ

のわたしの約束」という

レポート作成し，学習を

深める工夫がされてい

る。(p.206～211) 

・章末に「学習のまとめ

と表現」のページを設

け，その章の学習のポイ

ントを整理できるよう

工夫されている。 

(p.176)等 

・点字で「公民」等

と記載してあり，点

字を生徒に身近な

ものにしていこう

という配慮がみら

れる。(p.1) 

・識字学級を掲載するな

ど，人権意識を高める内

容が，随所に見られる。

(p.54) 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会科（公民的分野 No.２） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｉ 

・本文の文章によって，

詳細な説明がなされて

いる。 

・学習内容が精選されて

おり，発展的学習等に充

てる時間を十分に取る

ことができる。 

・巻末の憲法などの資料

には，生徒の発達段階に

適したふりがなや注釈

がつけられている。

(p.182～213) 

・「公民ファイル」とし

て18か所にわたり資料

や具体的な事例，課題提

示の場を設定している。

(p.40等) 

・用語解説を同じページ

に掲載し，生徒が理解し

やすい構成になってい

る。(p.80等) 

・各編の最初に著名人の

言葉を挙げ，生徒の興

味・関心を高める工夫が

されている。 

(p.7,23,93等) 

・対立から合意への学習

で，生徒にとって身近な

合唱曲決定を題材とし

て取り上げている。

(p.18,19) 

・「主権国家」の単元で，

竹島問題を「日本の固有

の領土であるが，領有権

を主張する韓国が島を

占拠している」として，

北方領土，，，，尖閣諸島とと

もに記述している。

(p.157) 

・原子力発電の利点と問

題点について本文中に

記述している。(p.169) 

・最終の「公民ファイル」

で，「卒業論文」を作成

する課題を追究する学

習を設定している。

(p.180,181) 

・「公民ファイル」で，

実際の訴訟や課題解決

の事例を挙げ，発展的学

習の手がかりとなるよ

う工夫されている。

(p.72, 150等) 

・さまざまな情報や

学習形態を「公民フ

ァイル」にまとめて

記載してある。 

(p.34等) 

・導入に詩や著名人の言

葉を扱うことによって，

生徒の心を揺さぶる工

夫がされている。 

(p.7,23,93等) 

Ｋ 

・写真，資料，図などが

多く使用され，本文も

簡潔にまとめられてい

る。 

・キャラクターやイラス

トを用いたり，グラフ

の色を鮮明にし，社会

的事象を視覚的にとら

えたりする工夫がされ

ている。(p.65等) 

・一単元あたりの学習事

項が多く，情報が充実

している。 

・政治についての学習で

は，身近な地方自治を

先に学習し，その後で

国の政治を学習する単

元構成になっている。 

・第１章では，時代を対

比する写真を使い，そ

の時代と現在を比較し

て考察する工夫がされ

ている。(p.6等) 

 

 

・各時の学習の導入に，

「クローズアップ」とし

て現代社会における具

体事例を大きく取り上

げている。(p.52等) 

・巻頭の「明るい未来を

めざして」では，現代社

会の課題の解決に向け

た動きを掲載し，意欲的

に未来を切り拓こうと

するように配慮されて

いる。 

・領土問題は，「今を見

る」で北方領土が記述さ

れており，竹島は地図上

に位置と名称が記載さ

れている。(p.173) 

・原子力発電の利点と原

子力発電所建設反対運

動の存在を記述してい

る。(p.198) 

・各単元に２～３か所

（計8か所）「持続可能

な社会をめざして」とし

て，課題に対する小レポ

ートを作成する作業を

組み込んでいる。(p.56

等) 

・第５部では，これまで

作成した小レポートを

もとに課題解決学習を

設定している。(p.203～

209) 

・「地理・歴史をふ

りかえる」を設け，

過去に学習したこ

とを結びつけなが

ら，学習が進められ

るよう配慮がされ

ている。(p.40等) 

・「クローズアップ」，「今

を聞く」，「今を見る」の

設定など，授業の学習内

容と社会生活が結びつ

いていることを，意識さ

せる構成になっている。

(p.126,127,131等) 



選  定  に  必  要  な  資  料 

                                                                  社会科（公民的分野 No.３） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｏ 

・写真，資料，図などが

多く使用され，本文も簡

潔にまとめられている。 

・学習内容が精選され，

発展的学習等に充てる

時間が十分確保できる。 

・ふんだんにカラー印刷

を取り入れ，各章ごとに

色分けされている。 

・各編の始めに「○○ナ

ビ」，終わりに「学習の

整理と活用」を設け，生

徒自身で学習の進め方，

理解の仕方がわかるよ

う工夫されている。

(p.2,34等) 

・各編の終わりにまとめ

のページを設け，そこに

教科書の関連ページを

明示している。(p.34等) 

・「チャレンジ公民」を

各章に設け，身近な課題

を取り上げて，様々な学

習方法を提案し，興味を

もって学習を進めるこ

とができるよう工夫さ

れている。(p.32等) 

・「現代社会をとらえる

見方や考え方」の学習で

は，漫画を活用して「対

立と合意」「効率と公正」

に興味をもたせる工夫

がされている。(p.26～

29) 

・領土問題は，北方領土

が大きく取り上げられ

ており，竹島問題は「公

民＋α」で「韓国もその

領有を主張している」と

記述されるとともに，地

図上に位置と名称が記

載されている。(p.183) 

・原子力発電について

は，問題点を明記しなが

ら，温暖化防止の観点か

ら実態を紹介している。

(p.201) 

・持続可能な社会を目指

してをテーマに卒業論

文レポートを作成し，発

展的学習へとつながる

よう工夫がされている。

(p.215～228) 

・「やってみよう」で体

験的な学習を紹介し，

「公民ズームイン」では

授業で学習したことの

具体的事例を紹介して，

学習への理解が深まる

よう工夫されている。 

（p.25,30,31等） 

・バリアフリー社会

の学習に関連して，

点字を紹介するな

ど，生活に直接かか

わる資料を掲載し

ている。(p.52) 

・今日的な人権課題を大

きく扱っている。ネット

社会の問題点を取り上

げ，情報モラルについて

も詳しく記述している。

(p.62,63) 

Ｑ 

・本文で詳細な説明がな

されており，たくさんの

事例や解説を通して学

習できる。 

・序章の「もっと知りた

い」で基本的な概念を分

かりやすく解説するこ

とで，公民的分野の学習

のはじめを工夫してい

る。(p.12～17) 

・見開きのタイトルに付

された番号が全巻を通

したものになっている。

(目次) 

・随所に歴史的分野で学

習した人物を登場させ，

学習内容との関連付け

を図っている。(p.47等) 

・「もっと知りたい」や

「ミニ知識」で学習に関

連した内容を解説する

ことで，興味・関心を高

める工夫がされている。

(p.118,121等) 

・学習を深めるために，

歴史上の人物や著名人

を数多く取り上げてい

る。(p.76,105等) 

・竹島問題については，

本文で「わが国固有の領

土」と記述し，地図への

記載に加えて「もっと知

りたい」で解説し，巻末

に写真を掲載している。

(p.145 ,149,巻末) 

・原子力発電については

省エネルギーの観点か

ら紹介されている。

(p.173) 

・「もっと知りたい」で

後鳥羽上皇を取り上げ

ている。（p.48） 

・各章ごとに「学習のま

とめと発展」を設け，学

習内容の振り返りをす

るとともに，長文で記述

させる課題を設定し，表

現力の育成を図ってい

る。(p.36等) 

・「もっと知りたい」を

全編で20か所設け，発

展的な学習内容を提示

している。(p.42等) 

・東日本大震災の捜

索活動等の災害派

遣の写真が掲載さ

れている。(p75) 

・すべての単元で，歴史

学習を想起させる記述

から，公民的分野の学習

に入る工夫がされてい

る。(p.38等) 



選  定  に  必  要  な  資  料 

                                                                  社会科（公民的分野 No.４） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｒ 

・資料や図表に対して，

記述の量が多くとられ

ている。 

・本文は簡潔にまとめら

れており，関連する内容

の補充や発展的な内容

を「理解を深めよう」と

して数多く掲載してい

る。(p.43,59等) 

・学習内容が精選され，

発展的学習等に充てる

時間が十分取れる。 

・公民で学習する内容を

タテ軸とヨコ軸という

とらえ方で説明し，生徒

にとって学習する事柄

が整理しやすくなるよ

う配慮されている。(p.5) 

・歴史上の人物や著名人

を写真入りで多く取り

上げ，学習内容と関連付

けてその業績を紹介し

ている。(p.95,120等) 

・「理解を深めよう」を

２７か所にわたり設け，

興味を持ちながら学習

を進めることができる

よう工夫されている。

(p.43,59等) 

・働くことの意義を第一

線で活躍する人の例か

ら考えさせ，生徒の関心

を高める工夫がされて

いる。(p.132,133) 

・国家と国際社会の学習

で，「日本の領土問題」

について記述し，竹島問

題については「外務省ウ

ェブサイト」の引用を掲

載している。巻頭見開き

カラーページに写真を

掲載し，「理解を深めよ

う」でも記述している。

(p.157, 172) 

・原子力発電については

省エネルギーの観点か

ら紹介されている。

(p178) 

・終末に「社会科のまと

め」として，内閣総理大

臣になったと仮定して

課題解決学習のレポー

トを作成する項目が掲

載されている。(p.185～

191) 

・「やってみよう」を自

学自習への手がかりと

し，レポート作成につな

げる構成になっている。

(p.80,131等) 

・目次にあわせ，「こ

の教科書の構成」と

して学習内容を構

造化した図が掲載

してある。(p.6) 

・「自分が内閣総理大臣

になったら」などの学習

で，生徒が国家規模の視

点をもって考えること

を促す内容になってい

る。(p.185等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

地  図 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・世界・日本の地域とも

一般地図と基本的な資

料図中心の１部と詳し

い資料図中心の２部に

分けられている。 

・公民的分野の学習でも

活用できるように地球

環境について写真や資

料図がまとめて掲載さ

れている。（p.7~10） 

・歴史的な観点の資料が

豊富に掲載されている。 

（p15~16,18,74~76） 

・世界や日本の産業の様

子の地図やグラフをま

とめ，地域の特色や産業

の様子などを理解しや

すいよう工夫されてい

る 。（ p.105~108 ，

p.125~128） 

・各地域の特色をとらえ

やすいように，地域ごと

にテーマを設定し，関連

した資料や地図が多く

示されている。（p.89） 

 

・「地図でスタート」と

題して，構成や活用例が

示され，わかりやすく説

明されている。（p.4~6） 

・資料を通して学習が深

まるように，「読図の一

歩」と題して資料の視点

が示されている。 

・「チャレンジ」では，

同年代の男女のイラス

トを用いて，学習課題に

親しみやすくなるよう

に工夫されている。 

・中国地方の人口分布と

変動，高速道路の変遷が

記載されている。（p.66） 

・日本の周辺(p.49)の地

図などに加え，島根県か

らの竹島の位置関係が

捉えやすい地図が掲載

されている。(p.67)  

・島根県については，荒

神谷遺跡や石見銀山遺

跡，宍道湖・中海のラム

サール条約への登録が

わかりやすく示されて

いる。（p.67~68）  

・１部の「基本の資料」

では，ページ上部に「チ

ャレンジ」と題して学習

の視点・過程が示されて

いる。 

・「基本の資料」の資料

図には，関連した図や詳

しく見る図の，掲載ペー

ジと図のタイトルが示

されている。（p.20） 

・発展的学習が行えるよ

うに，より詳しい資料が

２部にまとめて掲載さ

れている。 

・京都や奈良の拡大

図とともに，歴史的

建築物などがイラ

ストで紹介され，修

学旅行の学習で活

用しやすい。 

（p.75~76） 

・歴史的分野や公民

的分野の授業でも

活用しやすいよう

に歴史的地名や遺

跡，東京の首都機能

が記載されている。

（p.91~93） 

・一般地図や基本の資料

を用いて，基礎的・基本

的な知識や技能の習得

をねらった１部と，さら

に詳しい資料や補完資

料を用いて，習得した知

識や技能，思考力・判断

力をさらに深める２部

の構成となっている。 

・資料図やグラフ，統計

が豊富に掲載され，資料

の読み取りを通して，論

理的に考える力を育て

る工夫がされている。 

K 

・横長のAB判のため，

資料図や写真が大きい。 

・世界の環境問題につい

て，実感を持って理解で

きるように大きめの写

真や経年変化の分かる

写真が掲載されている。

（p.13～14） 

・世界の生活や文化につ

いて，住居や衣服，食事，

言語や宗教の資料図や

写真が豊富に掲載され

ている。（p.15~18） 

・北陸３県を事例に，地

域の特色をとらえる視

点がわかりやすく説明

されている。（p.7~8） 

・世界や日本の地形や様

子をとらえやすいよう

に鳥かん図が多く掲載

されている。(p.60) 

・地域の移り変わりや地

域間の結びつきをとら

えやすいように年代別

地図や周辺部とのつな

がりを表す地図が多く

使われている。 

・生徒が地図帳を利用し

やすいように，地図の使

い方が具体的に示され

ている。（p.4~6) 

・地域の特産物や天然記

念物などをイラストで

も掲載し，親しみがもて

るように工夫されてい

る。 

・イラストの鳥かん図を

随所に用いて，その地域

の様子が視覚的に興味

をもって大観できるよ

うに配慮されている。 

・日本列島（p.74~76）

や日本の位置と周りの

国 （々p.163），都道府県

の地図（p.164）に竹島

が記載されている。 

・島根県について，「な

がめてみよう」（p.87）

で石見銀山や出雲大社

などがイラストで，中国

地方の地図（p.83~84）

で石見銀山や荒神谷遺

跡，松江城，加茂岩倉遺

跡などがわかりやすく

示されている。 

・地図中に「地図を見る

目」と題した着眼点や

「やってみよう」と題し

た学習課題が随所に示

されている。 

・発展的学習が行えるよ

うに，地域や地方ごとに

豊富な資料がまとめて

ある。また，「日本との

結びつき」や「環境」の

資料が豊富に掲載され

ている。（p.34） 

・京都，奈良，大阪

の拡大図とともに，

歴史的建築物など

がイラストで紹介

され，修学旅行の学

習で活用しやすい。

（p.93~94） 

・歴史的分野や公民

的分野の授業でも

活用しやすいよう

に歴史的地名や遺

跡，東京の首都機能

が記載されている。

（p.109，110） 

・「ながめてみよう」の

地図を中心に地域の特

色をつかみ，「地図を見

る目」や「やってみよう」

などのコーナーで地図

の活用に繋げる構成と

なっている。 

・写真やイラスト，鳥か

ん図を豊富に掲載し，資

料の読み取りに加え，地

域やそこに住む人々の

生活の様子が実感をも

ってとらえられる構成

となっている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数 学 科 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・全般を通じて，基礎的

な事項には説明を十分

にするなど，基礎的な知

識の習得を重視してい

る。（2年p.13） 

・節ごとに「基本の問題」

が，また章ごとに難易度

の異なるA，B問題が設

定してあるなど，練習問

題が豊富である。 

（3年p.57～59） 

・「三平方の定理」の後

に「円周角の定理」を 

学習するように構成さ

れている。 

・学習の流れが，単元及

び学年を通じて，「例」

「たしかめ」「問」とい

う順で一貫した構成に

なっている。 

（1年p.38，3年p.160） 

・図形やグラフの変化の

様子を見ることができ

るように，パラパラ漫画

で表現されている。 

（2年p.91） 

・巻末の課題編には，身

近な事象に数学が関わ

っていることなどが記

載されている。 

（1年p.219） 

・「まちがい例」から誤

答の理由を考えること

や表現されたことを読

み取る活動を通して，事

柄の意味理解を図って

いる。（3年p.100） 

・単元の導入で問題解決

的な課題を設定し，論理

的な思考の育成を図っ

ている。（3年p.34） 

・「数学マイノート」で

ノートづくりの方法が

紹介されており，生徒の

学習を支援する工夫が

なされている。 

（1年p.49） 

・巻頭｢数学の学習の手

引き｣により，家庭学習

の仕方などへの配慮が

されている。（3年p.4） 

・「くにびきメッセ」

「仁摩サンドミュ

ージアム」が掲載さ

れている。 

（1年p.1，p.166） 

・キャラクターの問

い掛けから多様な

考えを引き出す工

夫がなされている。 

（2年p.71） 

・身近な題材を多く扱

い，生徒の興味・関心を

高めたり，活用したりす

ることを重視している。 

・式を読むこと，説明す

ることなどの言語活動

の充実を図り，数学的な

見方や考え方の育成を

重視している。 

・見返しの読み物資料や

図形のしきつめ等によ

り，数学の有用性や美し

さを感じ取れるように

工夫している。 

Ｂ 

・基礎・基本の問題から

難易度の高い問題まで

豊富な問題量である。 

（1年p.50,54～56） 

・1つの学習内容が見開

き 2 ページにわたって

ていねいに説明してあ

り，生徒に理解しやすい

ように工夫されている。 

（2年p.10） 

・各章末に解答を設けた

り，巻末に「学習の準備」

を設けたりして，使いや

すく構成している。 

（3年p.45,277） 

・学習内容と関連のある

既習事項やトピックス

をページの右側にわか

りやすく記載している。 

（1年p.16） 

・点の移動の問題では，

時間を小刻みに変化さ

せた図を示し，動きをイ

メージしやすいように

工夫している。 

（1年p.156， 

2年p.100） 

・巻末の「Mathful」に

は興味・関心を高めるよ

うな題材が多数ある。 

（3年p.249） 

・3年間を通して面積図

を活用することなどに

より事柄の意味理解を

図っている。 

（3年p.26） 

・一つの課題を基に新た

な問題を作ったり，式を

読み説明したりする課

題により論理的な思考

の育成を図っている。

（3年p.98） 

・「プラス・ワン」や類

題を設定し，生徒の習熟

度に対応できるよう工

夫されている。 

（1年p.185） 

・章末の「もっと数学」

では，その単元の発展的

な題材がていねいに扱

われている。 

（2年p.65） 

・本文の文字が大き

く読みやすい。また

例題と問題の字体

を変えて区別しや

すくしている。 

・直接書き込める問

題が多く，問題集の

感覚で使用できる

内容になっている。 

（3年p.111，151） 

・全体的に問題量が豊富

である。 

・余白を多めにとり文字

を大きくするなど読み

やすさを重視している。 

・レポートの書き方を 5

ページにわたり紹介す

るなど，言語活動を重視

している。（１年p.290） 

・数学の歴史，和算，関

連図書の紹介などによ

り，数学の広がりを感じ

取れるように工夫して

いる。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数  学  科 No.２ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｅ 

・各単元の導入，例題，

問，問題等が精選されて

おり，分量が適切であ

る。 

・計算の単元では，節末

に「計算の復習」のペー

ジが設けられ，計算問題

の分量が多めに用意さ

れている。（1年p.49） 

・節末の「確かめよう」

には，学習したページが

示されており，振り返り

学習を行えるよう工夫

されている。（2年p.18） 

・前学年の復習問題が巻

末にあり，必要なときに

参照できるような構成

になっている。 

（3年p.244） 

・図形が動く様子を見る

ことができるように，パ

ラパラ漫画で表現され

ている。（2年p.103） 

・資料の活用の単元で

は，資料集めに利用しや

すいウェブサイトアド

レスが記載されている。 

（1年p.233） 

・数学的活動を扱う「活

動」と記述された内容で

は，段階的に考えられる

ような配慮により，事柄

の意味理解や論理的な

思考の育成を図ってい

る。（3年p.28） 

・巻末の「課題学習・自

由研究」では，福祉など

身近な生活と関連付け

た題材が設定されてい

る。（1年p.254） 

・単元の章末に「活用し

よう」「深めよう」など

の発展的な内容が設定

されており，自学に活用

できるように工夫され

ている。 

（2年p.122,123） 

・巻末には総合問題が置

かれ，複数の単元の内容

を活用する問題が充実

している。（3年p.258） 

・1年「空間図形」

の導入ページに仁

摩サンドミュージ

アムが載っている。 

（1年p.180） 

・座標平面の１目盛

りを大きくとって

おり，見やすく，書

き込みやすくなっ

ている。（2年p.68） 

・数学的活動を重視し，

それを積極的に取り入

れた授業が展開できる

ように工夫している。 

・易しい課題から難しい

課題へと段階的にじっ

くりと取り組むことが

できるような内容とな

っている。 

・「用語の由来」や「ｸﾛｰ

ｽﾞｱｯﾌﾟ」等により数学の

不思議さを感じ取れる

ように工夫している。 

（１年p.89,136） 

Ｇ 

・「基本のたしかめ」の

ページを節末に設け，基

礎・基本の定着を図るた

めの問題を用意してい

る。（2年p.30） 

・問題の文章を図式化し

て，生徒の思考を助ける

工夫がされている。 

（1年p.107） 

・章のはじめに，小学校

や前学年の復習ができ

るように構成されてい

る。（2年p.8） 

・章末に，学習した内容

がコンパクトにまとめ

られた「学習のまとめ」

が掲載されている。 

（1年p.51） 

・きれいな色づかいによ

りわかりやすく表現さ

れ，カットが豊富に盛り

込まれている。 

（3年p.102） 

・数学への幅広い見方が

できるように，記号や式

の英語の読み方が紹介

されている。 

（3年p.90，259） 

・誤答例から誤答の理由

等を考えさせることに

より，事柄の意味理解を

図っている。 

（3年p.12） 

・各章の始めで問題解決

的な課題を扱うことに

より，論理的な思考の育

成を図っている。 

（2年p.139,141） 

・章末問題では，各問題

に評価の観点が明記さ

れ，生徒の自己評価に役

立つよう工夫されてい

る。（1年p.86） 

・「たしかめの補充問題」

のページが示されてい

る。（3年p.14） 

・二酸化炭素濃度の

増加に関する問題

など，環境問題が取

り扱われている。 

（3年p.222） 

・「数学ミニ辞典」

で，数学に関する話

題を簡潔に紹介し

ている。（1年p.17） 

・1つの単元の中で，何

度も基本のたしかめを

しながら学んでいくこ

とができるなど，構成が

ていねいである。 

・本として読み進めやす

く，自学用として用いる

ことを想定したつくり

になっている。 

・錯視や様々な図形のし

きつめなどにより，数学

の不思議さや美しさを

感じ取れるように工夫

している。（１年p.195） 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数  学  科 No.３ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｍ 

・基礎・基本の定着をね

らいとした問題と，難易

度の高い問題とが，とも

に豊富に用意されてい

る。 

・各単元の導入，例題，

問題が精選されており，

内容，分量ともに適切で

ある。 

・「ふりかえり」「算数か

ら数学へ」で既習事項の

復習をしながら，学習を

進められる構成になっ

ている。 

（1年p.82，p.85） 

・発展的な学習の内容・

問題が巻末に配置され

ている。 

（2年p.160,190） 

・「学習のとびら」を節

ごとに設け，興味・関心

を高める工夫がされて

いる。 

（3年p.165） 

・「数学展望台」「ひろが

る数学」を設け，身の回

りの問題に数学を利用

している。 

（1年p.105） 

・「話し合う」「伝える」

「まとめる」という課題

を多く設定し，事柄の意

味理解や論理的な思考

の育成を図っている。 

（1年p.70,81,114） 

・巻末の「読み取る数学」

では，資料などを読み取

る力を付ける工夫がさ

れている。 

（2年p.173） 

・巻頭でノートのまとめ

方が紹介されており，学

習を支援するよう工夫

されている。 

（3年p.9） 

・「広がる数学」「発展！

広がる数学」は難易度が

高く，習熟度に応じて選

択し学習できるよう工

夫されている。 

（2年p.162,163） 

・適度な行間で，余

白との全体的なバ

ランスが良く読み

やすい。 

・ページ右側の随所

に「見方・考え方」

の項目があり，観点

が意識されるよう

に工夫されている。 

（3年p.97） 

・話し合うことや伝え合

うことを重視した内容

になっている。また，レ

ポートの書き方が3ペー

ジにわたって紹介して

あるなど，全体を通して

言語活動を重視したつ

くりになっている。 

・「ひろがる数学」「数学

を通して見てみよう」を

巻末に設け，数学の奥深

さや有用性をわかりや

すく感じ取れるように

構成を工夫している。 

Ｎ 

・例題を学習した後に，

基本的な問題から難易

度の高い問題までがス

モールステップで豊富

に用意されている。 

（1年p.63） 

・良くない例も示すこと

で，より深い理解を図れ

るような工夫が見られ

る。（1年p.123） 

・巻頭で前学年の既習内

容がまとめてあり，単元

のはじめや途中で確認

するのに適した構成に

なっている。（2年p.2） 

・座標と地図を関連付け

るなど，他の教科との関

連を考慮して教材を選

択している。 

（1年p.110） 

・各単元の導入で，興味

が高まるような事柄や

日常生活に関わる内容

から問題場面を設定し

ている。（1年p.162） 

・1年では，巻頭でアル

ファベットの表記や筆

記体のことが説明され

ている。 

（1年巻頭3ページ目） 

・3年間を通して面積図

を活用することなどに

より事柄の意味理解を

図っている。 

（3年p.16） 

・学習内容を活用する場

面で，論理的な思考の育

成を図るために段階を

追って思考できるよう

に記述している。 

（2年p.77～79） 

・巻末「ぐんぐんのばそ

うチャレンジ編」では，

どこで学習した内容な

のかを確認できるよう

になっている。 

（巻末チャレンジ編） 

・「発展」では，数学史

との関連からさらに発

展的に学習できるよう

になっている。 

（2年p.52） 

・重要な用語は太字

にするだけでなく

赤字で書かれてい

る。（3年p.32） 

・ページの使い方に

無駄がなく文字量

も適量で，全体的に

厚さが抑えられて

いる。 

・柔らかい色使いを採用

し，すっきりとしたレイ

アウトになっているた

め読みやすいつくりに

なっている。 

・基礎・基本の定着を目

指す問題から思考力を

問う難易度の高い問題

まで，幅広く問題が用意

されている。 

・「試してみよう」等の

ページを設け，数学のよ

さや奥深さを感じ取れ

るように工夫している。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数  学  科 No.４ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｏ 

・各章で「基本の問題」

から「とりくんでみよ

う」まで 4 段階の多様

な問題を豊富に用意し

ている。 

（1年p.42,46～50） 

・基本の問題などでは，

どこで学習した内容か

を確認できるよう工夫

されている。 

（2年p.28） 

・「三平方の定理」の後

に「円周角の定理」を 

学習するように構成さ

れている。 

・学習の理解が着実に図

れるように，全学年を通

して，内容を「トライ１」

「トライ２」「トライ３」

の 3 段階で構成してい

る。 

（2年p.93～95） 

・同じ題材を複数の学年

で扱うことで，学習内容

によって見方を変え，興

味を喚起する構成にな

っている。 

（2年p.21，3年p.31） 

・「数学研究室」のペー

ジで数学史などを扱い，

興味を喚起するよう工

夫されている。 

（3年p.199） 

・式の読み取りなどによ

り事柄の意味理解を図

っている。（1年p.64, 

3年p.35,69） 

・「Math マス活動！」

で数学を活用したり説

明したりする活動を設

け，論理的な思考の育成

を図っている。 

（3年p.104,105） 

・裏表紙の見返しに図形

内容の要点や条件がま

とめられており，復習に

使えるように工夫され

ている。 

・巻末の解答がていねい

に書かれており，自学で

も使えるよう工夫され

ている。 

（1年p.249） 

・章末問題では，各

問題に評価の観点

が明記されている。 

（2年p.30） 

・小口にインデック

スがついており，目

的のページが開き

やすいように工夫

されている。 

・色の豊富さや余白の多

さ，キャラクターの親し

みやすさ等により，読み

やすくなっている。 

・説明の量が適切で，予

習･復習，自学自習，発

展学習のどの場面でも

使えるように工夫され

ている。 

・巻頭に「数学を勉強す

るみなさんへ」を設け，

数学と生き方との関連

を感じ取れるように工

夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

理  科 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・単元のはじめのカラー

写真や図により学習内

容を具体的にイメージ

しやすい構成となって

いる。また,必要以上の

色を廃して,見やすく,

生徒の理解を深める工

夫がされている。 

・実験の方法や手順が具

体的に示されており,器

具の基礎操作や注意点

も目立つように示され

ている。 

（１年p.73,121） 

・「やってみよう」→「考

えよう」の構成で課題解

決学習の流れが明確に

してあり,目的意識をも

って,観察・実験ができ

るように工夫されてい

る。(２年p.143,144) 

・単元のはじめに,学習

内容や既習内容が図や

写真を用いて提示され

ており,小学校の学習と

の系統性に配慮されて

いる。 

・「科学のとびら」では

身のまわりの事物・現象

や日常生活に関連する

内容を,「トライ」では

身近な材料でできる実

験例を紹介している。ま

た,生活や職業,歴史と

の関連も図られている

ため,理科の有用性を理

解するのに役立つ。 

・最新の地震データは,

具体的な資料として,学

習内容の理解を深めて

いる。(１年p.205) 

・「たたら製鉄」（雲南市）

を取り上げ紹介してい

る。（２年p.44） 

・グラフ作成において,

失敗例を示して提示す

る等,技能習得への配慮

がされている。（１年

p.118,164） 

・「わたしのレポート」

は実験結果から論理的

に考え表現する例が示

されており,言語活動の

充実に配慮されている。 

(３年p.132) 

・単元末等に「学習内容

の整理」,「チェック」

等,学習内容の振り返り

や基礎的な内容の定着

が図られるような問題

が設けられており,自学

自習に対応している。 

・「やってみよう」,「科

学のとびら」等,自己の

興味・関心に応じて学習

内容を深化させるよう

に配慮されている。（３

年p.136） 

・巻末に校外の施設

活用についての記

載があり,博物館等

に興味をもたせ,利

用しやすくする工

夫されている。 

・ジオパークについ

て触れたり,地球と

人間に関わる内容

を充実させたりす

ることで,地球と人

間の関係について

考察させようとし

ている。 

・「この単元で学ぶこ

と」,「チェック」,「学

習内容の整理」等で目的

意識をもって学習に取

り組めるように工夫さ

れている。（１年p.17） 

・日常生活の疑問からス

タートし,課題設定,観

察・実験,考察という学

習の流れが，自然につな

がる構成となっており,

課題解決能力が身につ

くように配慮されてい

る。（２年p.225） 

Ｂ 

・単元末に終章を設け,

学習した内容を活かし

発展的な内容を考察す

るような課題が設定さ

れている。（１年p．58） 

・図表や写真,トピック

等の関連資料が適切に

配置されている。 

・葉の裏表の気孔の違い

が,実験データだけでな

く写真データでも示さ

れている等,理解を深め

るための資料が豊富で

ある。（１年p.39） 

・単元のはじめに,既習

内容と単元で学習する

内容が写真で示されて

おり,見通しをもって学

習に取り組めるよう工

夫されている。（１年 

p.20） 

・導入に,身近な自然や

生徒にとって印象的な

内容が取り上げられて

おり,学習意欲を喚起す

る工夫がされている。

（１年p.134,135） 

・クイズ形式を採用し,

学んだことを楽しく復

習できる工夫がある。 

(２年p.156) 

・「くらしの中の理科」

で,日常生活の中にどの

ように科学が活かされ

ているかが示されてい

る。(２年p.45) 

・「トピック」で,科学に

関する高度な話題を取

り上げ,学習内容の理解

を深める工夫がされて

いる。(３年p.120) 

・観察・実験の手順や基

本操作が大きな区切り

と見出しで書かれ，てい

ねいに説明されている。 

・「分析しよう・きまり

を見つけよう」では,分

析や解釈の仕方を身に

つけられるよう工夫し

ている。（３年p.28） 

・「還元」では,「たたら」

について紹介されてお

り好奇心を喚起するの

に有効である。（２年

p.49） 

・「単元末問題」が復習

に適した出題となって

おり，解答にも解説が加

えられている 

・「やってみよう」では,

理解を深めるのに効果

的な実験・実習や課題が

設定されている。 

・「つくってみよう」「つ

づけてみよう」は,既習

内容を基に自分で行う

ことができる実験が紹

介されている。 

(２年p.214) 

・科学にかかわる職

業や環境を守る話

題を多く取り上げ

る等,様々な視点か

ら科学を考えさせ

ている。（３年p.37） 

・巻末の「科学のと

びらを開こう」は,

課題研究・自由研究

にチャレンジする

ものであり,自主的

に取り組めるよう

工夫されている。 

・「トピック」,「やって

みよう」等の資料が豊富

であり,生徒が主体的に

学習を進めていくのに

適した構成になってい

る。（1年p.88） 

・終章「学んだことを活

かそう」等で,科学に対

して意欲的に探究して

いこうとする態度を育

てるとともに,学んだこ

とを活用する力が高ま

るよう工夫されている。

（３年p.236） 



選  定  に  必  要  な  資  料 

理  科 No.２ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｅ 

・写真や図表が大きく配

置され，生徒の理解が深

まるよう工夫されてい

る。（１年p.24） 

・巻頭に観察・実験の進

め方を掲載し，基本技能

の習得や，結果から考察

し規則性を導き出す科

学的な考え方の流れを

示している。 

・「基本的操作」は，写

真等で手順が細かく示

され，取り組みやすくな

るよう工夫されている。 

・単元のはじめに，既習

事項と単元で学習する

内容が示されており，見

通しをもって学習に取

り組めるよう配慮され

ている。 

・観察・実験では，結果

と考察の欄が分かれて

おり，考察がしやすくな

るよう工夫されている。

（１年p.25,26） 

・観察・実験を深めるた

めの課題「Let's try」

が準備されている。 

・「科学の窓」で，学習

内容に関連する日常生

活や先端技術，科学史な

どの話題を提示したり，

章末の「どんな仕事？」

で，学習内容に関係する

職業を紹介したりして，

学ぶ意義が感じられる

よう配慮されている。 

・「チャレンジ」では，

身近な素材を用いたも

のづくりや観察・実験を

紹介している。 

(２年p.205) 

・ボタン（県花）（１年

p.231）や大根島の溶岩

ずい道（３年 p.272），

たたら製鉄（２年p．41）

等の地域素材が紹介さ

れている。 

・横断的な学習ができる

よう「他教科との関連」

を提示している。（１年

p.99） 

・「説明してみよう」を

多く設け，言語活動の充

実が図れるよう工夫さ

れている。 

・巻末の「自由研究」「資

料」が充実しており，発

展的・自主的な学習の補

助となるよう，研究例や

既習の基本操作等を詳

しく紹介している。 

・単元内の「問い」や章

末の「学習のまとめ」「単

元末問題」で学習内容を

振り返り，基礎・基本が

定着するよう工夫され

ている。 

・インターネットデ

ジタル教材や調べ

学習に対応したＨ

Ｐアドレスを紹介

し，生徒が自主的に

学習を進められる

よう配慮している。

（３年p.230） 

・２年巻末に原子カ

ードがついており，

興味をもって化学

変化が学習できる

よう工夫されてい

る。 

・既習事項との系統性が

効果的に示され，学習内

容の理解が深まるよう

紙面構成が工夫されて

いる。（３年p.8） 

・「チャレンジ」では生

徒が取り組みやすいよ

う身近な素材を用いた

観察・実験等が紹介さ

れ，興味・関心が高まる

よう工夫されている。

（３年p.52） 

Ｇ 

・単元のはじめに，単元

での学習内容の流れや

他学年（小学校も）との

関連も示されており，学

習の系統性や見通しが

もちやすい。 

・写真・図表等は，ほぼ

同じ大きさで配置され，

簡潔な文章でまとめら

れており，内容がとらえ

られやすいよう紙面が

工夫されている。（２年

p.30） 

・「実験から分かること」

や「わたしのレポート」

は，具体的な例を挙げて

説明されており，観察・

実験のまとめや復習を

するのに役立てること

ができる。（２年p.48） 

・各単元の学習課題が明

確に示され，それを解決

するための実験や考察

がすぐ後に配されてお

り，目的をもち学習に取

り組むことができる（３

年p.4）  

・「家族や友だちとチャ

レンジ」は，身近な素材

による科学実験等を取

り上げており，図も簡潔

に示されているので自

主的に取り組むことが

できる。（３年p.78） 

・巻末の「自由研究」は，

観察・実験の例が多く掲

載されている。また，課

題を見つけてから探究

するまでの過程が示さ

れており，自由研究を行

う際の参考になる。 

・「ハローサイエンス」

で日常の科学，環境との

かかわり，科学史，コン

ピュータの利用等を取

り上げ，日常生活と関連

付けながら学習を進め

られるように工夫され

ている。(２年p.86) 

・「実験・観察からわか

ること」は，結果の分

析・解釈が整理され，ま

とめる際の表現の仕方

の参考になり，言語活動

の充実にもつながる。 

・「学習したことを活用

しよう」で，学習内容に

かかわる現象を説明さ

せたり，発展的な実験が

設定されたり，理解を深

める工夫がされている。 

(２年p.211) 

・章末に「重要用語の整

理」があり，また章末問

題も「基礎・基本」「応

用・活用」の二段階に分

かれており，学習内容の

定着に役立つよう配慮

されている。 

・２，３年生の巻末

に，原子モデルカー

ド，星座早見盤がつ

いており，化学変化

や，星座の動きを学

習するのに効果的

である。 

・ポイントとなる知

識や公式等が本文

中に赤色で強調し

て示され，基礎・基

本の定着を図るた

めの工夫がされて

いる。 

・全体がコンパクトにま

とめられており，学習内

容を把握しやすい。要点

を示した紙面構成をし，

生徒が主体的に学習を

していくのに適した構

成になっている。（１年

p.42～49） 

・イラストや図で，段階

を追って説明すること

により，理解が深められ

るよう工夫されている。

（１年p.67） 



選  定  に  必  要  な  資  料 

理  科 No.３ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｍ 

・写真や図表が大きく，

効果的に扱われており，

学習内容がとらえやす

いよう紙面構成が工夫

されている。 

（１年p.18,19,72） 

・本文中に確認させたい

図表番号が示され，探し

やすくなるよう配慮さ

れている。 

・各単元のはじめに，「ふ

りかえり」「単元のねら

い」が端的かつ，系統的

にまとめられている。 

・巻末においてその学年

で学習した内容の確認

や次学年で学習する内

容の一覧がまとめられ，

見通しがもてるように

なっている。 

・「つながるページ」で

は，学習している内容と

関連しているところの

ページが示されており，

各分野の横断的なつな

がりが理解しやすくま

とめられている。 

（１年p.33，２年p.14） 

・「科学の広場」では理

解・生活・安全・語源等

の項目が示され，学習に

関連する内容がタブ表

記で区別して示されて

いる。(１年p.181) 

・単元末の「ひろがる世

界」「未来へひろがる世

界」では，学習内容に関

わる身近な話題から最

先端の出来事まで幅広

く取り上げ，具体的な例

を挙げて説明がされて

いる。 

・「サイエンス資料」で

は実験上の注意点，器具

や薬品の使い方等，図や

写真を使ってていねい

に説明されている。（１

年p.12,13,100～105） 

・「地域資料集」として，

各地域の特徴的な自然

が紹介されており，島根

県の三瓶山や石見畳ヶ

浦(１年 p.232) ，中国

山地にくらす動物(２年

p.238)等が挙げられて

いる。 

・発展的学習では前葉体

（1年p.44）やフレミン

グの左手の法則(２年

p.210)等，科学的用語が

扱われ，生徒の探究心が

高められる内容となっ

ている。 

・別冊「マイノート」に

学習内容の確認問題や

基本・応用問題が掲載さ

れ，自学自習に役立つよ

う工夫されている。 

・実験結果のまとめ

が「わたしのレポー

ト」として具体的に

示され，まとめや考

察の補助資料とな

っている。 

(２年p.158) 

・「はたらく人に聞

いてみよう」では，

働く人々のコメン

トをまじえ，キャリ

ア教育との関連を

図っている。 

（３年p.113） 

・「先人の知恵袋」では，

科学と生活の関係につ

いて，人を通して紹介さ

れている。（３年p.203） 

・巻末に自由研究のテー

マやまとめるための方

法が具体的に示されて

いる。 

・コンピュータの利用方

法等が紹介され，現代の

実情にそった情報収集

の手段について触れら

れている。（３年p.53） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

音 楽 科（一般 No.１） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｇ 

・目次に示されているよ

うに，すべての学年にお

いて「さまざまな音楽文

化」としたくくりで題材

が構成されており，表現

と鑑賞が関連するよう

に配慮されている。 

・我が国の伝統音楽に関

する鑑賞教材において，

関連する楽曲が充実し

ているとともに，視覚的

に内容が捉えられるよ

う資料が見開き３ペー

ジ扱いになっている。 

（1年p.40,41） 

・創作の学習は，各学年

共通して「音のスケッ

チ」という題材が設定さ

れ，段階的に系統性のあ

る学習が進められるよ

うに配慮されている。 

（２・３年上p.42等） 

・１年p.22のように，

比較鑑賞することで効

果的な学習が展開でき

るように工夫されてい

る。 

・１年p.20や２・３年

上p.17のように，作詞

者や作曲者の楽曲に対

する思いが掲載されて

おり，生徒の関心を高め

る一助となっている。 

・「Let’s Try!」では，

民謡，歌舞伎，能の一部

を実際に体験できるよ

うに工夫されるなど，生

徒の学習意欲を喚起す

ることができるように

配慮されている。 

（１年p.51,52） 

・１年p.19のように，

音楽記号等が知識のみ

の習得にならないよう

に，音楽活動と関連付け

ながら学ぶことができ

るように工夫されてい

る。 

・１年p.40では全国の

民謡と芸能が６つの特

徴でまとめられており，

安来節もその一つとし

て紹介されている。 

・「どんな特徴があるか

な？」（全学年共通）で

は，音楽を形づくってい

る要素について分かり

やすく示されており，教

材と関連付けながら学

習を進めることができ

るよう配慮されている。 

・全学年を通して，音楽

の素材となる「音そのも

の」に関する解説が位置

付けられており，系統的

に学習できるように配

慮されている。 

・２・３年下 p.46

～49では，生活と音

楽とのかかわりに

ついて，具体的な例

を挙げ，分かりやす

く示されている。 

・各教材の冒頭部分に

は，学習の視点が明記さ

れており，生徒が見通し

をもって学習すること

ができるように配慮さ

れている。 

・「歌のアルバム」では，

ポピュラー曲など親し

みやすい楽曲が取り上

げられている。 

Ｈ 

・一題材に対する教材が

精選されており，適切な

分量になっている。 

・１年p.13のように，

歌唱や器楽の活動と関

連させながら創作活動

を位置付けるなど，系統

的な内容となっている

とともに，限られた時数

の中で効果的な学習展

開ができるように配慮

されている。 

・目次では，題材を構成

する上でポイントとな

る「共通事項」が「学習

の窓口」としてイラスト

で分かりやすく示され

ているとともに，学習の

目標とも関連をもたせ

るように工夫されてい

る。 

・歌唱教材では，歌い継

がれている合唱曲や，友

達を思う心情を大切に

した教材が豊富に取り

入れられている。 

・口絵２には「発展的学

習」として，一流音楽家

による音楽観が印象的

な写真とともに示され

ており，生徒の学習意欲

を高める一助となって

いる。 

・「My Voice」では，姿

勢や声そのものに視点

をあてた分かりやすい

解説がイラスト入りで

示されており，生徒の興

味・関心を高める上で有

効なものとなっている。 

・２・３年下p.15のよ

うに，創作活動の手順が

具体的に示されており，

生徒が主体的に取り組

めるように構成されて

いる。 

・旋律創作（１年p.13）

や編曲（２・３年上

p.10）など，創作の学習

が系統的に進められる

ように配慮されている。 

・巻末部分には「音楽の

約束」として，基礎的な

知識となる記号等が示

されており，楽曲を創意

工夫していく際のより

どころとなるように配

慮されている。 

・１年p.28のように，

活動の手順が示されて

いるとともに，ワークシ

ート形式の書き込みス

ペースがあるなど，思考

力を高めるよう工夫さ

れている。 

・各学年ともに，後

半部分では，我が国

や諸外国の音楽に

ついて，様々な時代

や曲種のものが取

り上げられており，

音楽のもつ多様な

よさや面白さを感

じ取ることができ

るように配慮され

ている。 

・「共通事項」を通して

どのようなことを学習

するのかがよく分かる

ように配慮されている。 

・歌唱共通教材のページ

は（各学年共通），「心の

歌」として生徒の感性に

訴えるような写真が取

り入れられており，思い

を膨らませながら活動

できるように配慮され

ている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

音 楽 科（器楽 No.１） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｇ 

・前半部分に「各楽器の

基礎」として基礎的な知

識や技能を習得する部

分が位置付けられてお

り，後半部分の教材編と

の系統的な学習が実施

されやすいように配慮

されている。 

・p.62～73 のように，

リコーダーアンサンブ

ルの楽曲が数多く取り

上げられ，学校や生徒の

実態に応じて選曲でき

るよう配慮されている。 

・p.50～55 のようにラ

テンパーカッションや

オーケストラで使用す

る楽器など，さまざまな

打楽器についての基本

的な事項がコンパクト

にまとめられている。 

・p.82,83のように，曲

調の異なる教材として

ボディパーカッション

による教材が扱われて

いる。 

・表紙裏にある「With My 

Heart」では，日本を代

表する和楽器奏者によ

るメッセージが示され

ており，我が国の音楽へ

の関心を高める一助と

なっている。 

・p.26やp.31のように，

息の使い方や息の流れ

などについて，写真やイ

ラストによって視覚的

に捉えることで興味・関

心を高めるよう配慮さ

れている。 

・p.31 のように，音楽

の基礎的な知識となる

事項が随所に示されて

いる。 

・p.56～83 のように，

各楽器の特性を生かし

た合奏教材では，クラシ

ックからポピュラーま

での幅広いジャンルか

ら選曲されており，少人

数でのアンサンブルな

ど，生徒の実態に応じて

学習が進められるよう

工夫されている。 

・p.15のように，「演奏の

ポイント」として，楽曲

を創意工夫する過程にお

いて役立つ視点が分かり

やすく示されている。 

・p.91,92のように，各種

リコーダーの運指とギタ

ーのコードネームとダイ

ヤグラムが見開きページ

として扱われており，基

礎的な技能を習得する場

面において有効活用され

るように配慮されてい

る。 

・目次には★印で楽

曲の難易度が示さ

れており，生徒の実

態に応じて取り組

めるように配慮さ

れている。 

・アルトリコーダー

の基礎練習曲にコ

ードネームが示さ

れ，他の楽器とのア

ンサンブルができ

るように配慮され

ている。 

 

・前半部分の「各楽器

の基礎」では，生徒の

感性に訴えるような写

真や挿絵，イラストが

数多く取り入れられて

いる。 

・全般を通して多様な

楽曲が掲載されてお

り，実態に応じて選曲

できるように配慮され

ている。 

Ｈ 

・全体的に各楽器の基

礎・基本が大切にされて

いるとともに，比較的平

易な楽曲を用いること

で，系統的かつ発展的な

展開ができるように配

慮されている。 

・器楽分野の学習だけで

なく，創作分野と関連さ

せることで，生徒自らが

価値ある音楽をつくり

出せるように構成され

ている。 

・p.7のようにアルトリ

コーダーのページは，段

階的に基礎・基本が習得

できるように構成され

ており，楽曲も親しみや

すいものが使用されて

いる。 

・各楽器の構造や基本奏

法に関する解説が充実

しているとともに，基礎

的な知識と基本的な奏

法を生かしながら創意

工夫できるように構成

されている。 

・p.27 のように，演奏

者の立場から見た写真

が多く用いられており，

生徒の興味・関心を高め

るうえで効果的である。 

・p.40 のように各楽器

の導入ページには共通

して，一流演奏家による

印象的な写真が使用さ

れており，演奏場面をイ

メージする一助となっ

ている。 

 

・p.29 のように，既存

の楽曲を演奏すること

に留まらず，イメージを

よりどころにしながら

和楽器による創作活動

に取り組めるように配

慮されている。 

・p.56～85 のアンサン

ブル教材においては，

「共通事項」を視点にし

た演奏ポイントが分か

りやすく示されている。 

 

・p.28やp.30～31のよう

に，五線譜と縦譜の両方

が並べて示されており，

自学自習の際の一助とな

るように工夫されてい

る。 

・p.50～55の「アンサン

ブル セミナー」では，音

の重なり方や楽曲の構成

などの視点が明確に示さ

れており，グループ学習

などにおいて創意工夫し

ながら活動できるように

配慮されている。 

・p.74 のように多

様な編成に対応す

るために，アンサン

ブル教材が充実し

ており，各学校の実

態に即して選択で

きるように配慮さ

れている。 

・p.86 の「名曲ス

ケッチ」では，従前

同様にクラシック

音楽の名曲が時代

を追って解説付き

で配列されている。 

・p.7のように，音に対

する意識をもたせるた

めのイラストやp.30の

ように動作を分割して

示された写真などが，

音そのものや音色に対

するイメージを膨らま

せる一助となってい

る。 

・教材数が精選されて

おり，３年間を通して

系統的に学習できるよ

うに工夫されている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

美 術 科 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

D 

 

・1年では「自分・感性」

「友達・交流」「学校・

生活」「自然・社会」と

いった 4 つの関わりを

挙げ，各単元の取組に見

通しがもてるように工

夫されている。 

・1 年から２・３年へ

と，生徒の発達に応じて

題材を系列的に配置し

ている。また、題材ごと

に学習のねらいを観点

別に揚げ，目標を明確に

もち学習できるように

配慮されている。 

・1年 p.18のように，

テーマに沿って様々な

材料や技法を使った作

品が載せられ，学習を効

果的に進められるよう

配慮されている。２・３

年 p10 のように作家の

作品を関連付けて鑑賞

できるように構成され，

一連の流れを通して学

習を深めることができ

る。また、鑑賞作品に作

者の言葉が書かれてお

り，鑑賞の手がかりにな

るよう配慮されている。 

・２・３年 p.13，p.41

のように、参考作品には

それぞれの特徴や作者

の言葉が記載されてお

り，生徒が興味・関心を

もって学習できるよう

に工夫されている。 

・鑑賞作品には，見る視

点，話し合いの視点を載

せ，作品を味わうポイン

トとなっている。また，

そこから制作意図につ

ながる工夫もなされて

いる。（１年p.32，33） 

・1年p.8のように何気

ない風景のとらえ方を

知り，そのものの持つ良

さを発見できるように

工夫されている。 

・２・３年p.58のよう

に地域の素材や技法を

多く取り上げ，県の伝統

工芸に関連づけること

ができる。 

・２・３年p.86で，古

代から現代までの多様

な作品を取り上げ，美術

文化への関心が高まる

ような工夫がしてある。 

・２・３年p.53のよう

に，ユニバーサルデザイ

ンをポスターで提案す

ることを通して，福祉・

環境について考えるこ

とができる。 

・２・３年巻末には，社

会で働く先輩の言葉を

載せ，美術が普段の生活

や将来に生かせるよう

紹介されている。 

・２・３年p.12のよう

に，技法等が分かりやす

く紹介され，自学自習に

生かすことができる。 

・見開きページを用

い，ゲルニカや絵巻

物など効果的に鑑

賞できるように工

夫 さ れ て い る 。

（２・３年p.65，66） 

・「色彩ホームペー

ジ」「道具箱」とし

て，色に関するペー

ジや安全面や用具

の扱い方を取り上

げている。 

・一つの題材を違う視点

で捉えることによって

多様な表現ができるこ

とを，多くの参考作品を

載せることで提示して

いる。また，その作品に

対する作者の思いも載

せることで，自分の制作

のヒントにもつながっ

ている。また，そのこと

で，制作の順序も総合的

に考え，作品に生かせる

ような工夫がなされて

いる。 

J 

 

・もくじにあるように，

表現の分野（絵画・彫

刻・デザイン・工芸）や

鑑賞が明確に分かれて

おり，1年で学習した内

容を２・３年で深められ

るような構成になって

いる。 

・題材ごとに学習の目標

が明記され，生徒自身で

確認できるようになっ

ている。 

・巻末に「学習を支える

資料」を入れ，各ページ

から必要な部分が検索

できる。 

・1年 p.30のように発

想・構想を広げるための

ヒントを記載し，生徒が

発想や構想する参考に

なるよう配慮している。 

・1年p.20～25など鑑

賞教材を見開きで扱い，

同時に詩を掲載するこ

とで，作品に感情移入し

やすい構成である。 

・２・３年上p.28や下

p.29 のように，子ども

たちが身近に感じ，興

味・関心をもてる題材が

多い。 

・図版や写真が大きくて

見やすく，２・３年下

p8 のように，参考作品

や生徒作品に作者の言

葉を載せており，主題を

感じて表現や鑑賞に生

かすことができる。 

・1年p.20～25や２・

３年上p.18～23のよう

に，見開きの大きな図版

を載せ，インパクトが強

く，美術への興味・関心

がもてるように工夫し

ている。 

・文様や四季を取り入れ

た色彩など，日本の伝統

文化に触れ，地域の伝統

文化に目を向けるよう

な題材が取り上げられ

ている。（１年p.32，33） 

・巻末に「学習を支える

ページ」として表現方法

や用具の使用方法が写

真で紹介され，自学自習

に生かすことができる。 

・1年p.31，２・３年下

p.24 のように，環境や

日常生活に関係した題

材を多く取り入れ，生活

の中の美術を意識する

ことができる。 

・道徳と関連する内容を

ページ下に明記してあ

る。（2・3年上p.28等） 

・もくじが裏表紙に

も記載され，目的の

ページが見つけや

すくなっている。 

・裏表紙にはバーコ

ードがデザイン化

され，内容とリンク

しているなど，発見

の楽しさが味わえ

る工夫が見られる。 

(例 1年→p.27尾形

光琳「燕子花図屏

風」) 

・ページを開くと作品が

現れるような見せ方の

工夫がされ，生徒の関心

が高まるような工夫が

なされている。 

・作品解説は，作者の気

持ちを記載し，他者の考

え方もわかり，自己の考

えを深め，話し合えるよ

うな内容になっている。 

・作品を通して，生活の

中に美術が密着してい

ることを深く考えられ

るよう工夫されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

美 術 科 No.２ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

O 

 

・学年ごとに設定された

テーマで学年のねらい

がわかりやすく，参考作

品・生徒作品が多く載せ

られ，生徒が多様な表現

を学ぶことができるよ

うに構成されている。 

・1年p.8のように，１

つの題材から表現と鑑

賞の両面を学習できる

ように工夫している。 

・社会における美術の役

割を取り上げた内容が

多くみられる。 

・アイデアスケッチを多

く掲載し，感じたことを

イメージしながら，発想

や構想を深め，自分なり

の表現を追究できるよ

うな構成になっている。 

・1年 p.12下部や２・

３年上p.15右のように

生徒作品に「作者の言

葉」をのせ，作品の主題

を理解し，自分の制作に

生かせるようになって

いる。 

・２・３年上p.21のよ

うに完成作品だけでな

く，アイデアスケッチや

制作過程を載せるなど，

生徒が興味・関心をもっ

て制作できる。 

・２・３年上p.42では

「映像メディアの積極

的な活用」との関連で，

カメラの取り扱いが細

かく説明されている。自

己表現しやすく，生徒の

興味・関心度も高い題材

である。 

・1年p.36，２・３年上

p.46，47，下p.31では，

日本の伝統工芸や風土

を多く取り上げ，地域の

文化や工芸にも目を向

けるよう配慮している。 

・２・３年上，下の巻末

資料では、鑑賞教材とし

て「デザインの歴史」と

「日本美術の展開と世

界との交流」の年表を載

せ、日本の伝統文化と海

外文化とのかかわりが

載せてある。 

・巻末資料では色や技法

等の解説をしており，自

学自習に生かす工夫が

してある。 

・題材ごとに「ポイント」

を載せ，生徒自身が課題

に取り組みやすいよう

に配慮されている。 

・２・３年下p.18やp.46

にみられるように，芸術

がもつ「平和」に対する

取り組みや影響を取り

上げ，様々な関わり方を

示している。 

・２・３年上の巻末

では伝統工芸につ

いて職人の姿と共

に取り上げている。

また県名もあげ，社

会科や総合的な学

習の時間などと関

連付けて扱うこと

ができる。 

・「オリエンテーシ

ョン」の解説を裏表

紙に記載してある。

(p.2，3) 

・各テーマに沿った参考

作品に近代作品が多く

見られる。また，制作の

手立てになるような風

景やモチーフの写真が

多く，生徒が制作する上

で内面世界を具体化し

やすい内容となってい

る。また，参考作品や制

作過程を取り上げ，生徒

が見通しをもって制作

できるような工夫がさ

れている。（1年p.31等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

保 健 体 育 科 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・基本的な内容が精選さ

れ，妥当な分量となって

いる。一文一文の長さも

適当で，読みやすいため

理解しやすくなってい

る。 

・p.54 にもあるように

本文中の資料には中学

生に身近な例が多く取

りあげられ，考えやすく

なっている。 

・１つの章が終るごとに

確認の問題や自己評価

のページがあり，知識の

確実な習得が図られる

よう工夫されている。 

・教科書への書き込み欄

が多く，主体的な学習に

なるよう構成に工夫さ

れている。 

・学習内容に関連した読

み物資料やクイズがあ

り興味・関心をひくよう

な工夫がある。 

・導入部分に位置づけら

れる「やってみよう」で

は，実験，書き込みなど

を行うような工夫があ

り学習に入りやすくな

っている。 

・島根の課題である「表

現力」の育成に適した事

例を用いた「話し合い」

などが２２個用意され

ている。 

・p.94~97の薬物乱用や

p.58~59 の犯罪被害，

p.16~27 の心の健康等

について，ページを多く

割いて示されており，現

代社会の課題に対応す

るものである。 

・各章の初めには，小・

中・高校の学習内容が系

統的に示されている。ま

た，章末資料には，学習

内容と関連した資料が

示され，これらは，自学

自習や発展的学習につ

ながる。 

 

・p.2~4には，保健

体育の学習方法に

ついて，ブレインス

トーミングやロー

ルプレイなどの方

法が示されており，

初めて学習する生

徒にとって学びや

すくなっている。 

・学習内容の確実な習得

を図るために，キーワー

ドを本文欄外に抜き出

して示したり章末に書

き込み可能な確認問題

を位置づけたりするな

どしている。 

・イラストのキャラクタ

ーを使い分け，表情等を

読み取りやすくしてい

る。 

Ｂ 

・基本的な内容が精選さ

れ，妥当な分量となって

いる。一文一文の長さも

適当で，読みやすいため

理解しやすくなってい

る。 

・p.117のように文章だ

けではなく，内容を図式

化して視覚的にも理解

できるよう工夫されて

いる。 

 

 

・１つの章が終るごとに

重要な言葉について解

説をつけてまとめたり

学習の要点をまとめた

りしてある。 

・知識の習得だけでな

く，「学習を活かして」

を設けて知識の活用･応

用が図られるように工

夫されている。 

・p.56,57のように紙面

がカラフルで図や写真

が大きく，生徒の興味・

関心をひくよう工夫さ

れている。 

・「トピックス」を設け

て，学習内容に関連する

話題を提供し，興味・関

心を高めると共に発展

的な学習につながるよ

うに工夫されている。 

・体育理論の導入等に対

応するため体育編にペ

ージを多く割いている。 

・自然災害，廃棄物・環

境汚染と健康の問題等

の今日的課題に対応で

きるよう内容を多く扱

っている。 

・体力向上が島根の課題

であり，p.44,45にはマ

イトレーニングを作る

ための具体的な記述が

ある。 

・発展的な学習内容を体

育編･保健編の巻末にま

とめて示している。これ

らの資料を参考に自学

自習することも可能と

なるような工夫がある。 

・欄外にミニ知識を５０

個紹介し，学習内容につ

いて更に広げたり深め

たりできるようにして

いる。 

・各章扉には，学習

目標と学習内容を

図式化して示し，各

章の流れが大観で

きるように工夫さ

れている。 

・教科書のサイズを横広

にして，図や写真等を多

く載せ，カラフルでビジ

ュアルなものに仕上げ

ている。視覚的に支援を

しながら学習内容の定

着を図っている。 

・口絵の写真は大きく，

生徒の興味・関心を高め

るものが多く掲載され

ている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

保 健 体 育 科 No.２ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

L 

・単元，単元内ともに系

統性を重視した構成で

無理なく年間計画が作

成できる構成となって

いる。 

・各年齢世代を扱う内容

を多く取り入れた構成

となっており，生涯スポ

ーツの意味が理解しや

すくなっている。 

 

・口絵３，４やp.2,3で

は，ライフサイクルの中

での中学時代の位置付

けを明確化した構成と

なっており，生涯にわた

る体育・健康を意識させ

ようとしている。 

・傷害の防止の交通事故

編で事故の危険の予測

をわかりやすく記載す

るなど，身近で具体的な

事例を多く挙げた構成

となっている。（p.96） 

・導入部分にオリンピッ

クの鮮やかな写真が掲

載されており，特に体育

分野での生徒の興味・関

心をひきやすくしてあ

る。 

・コラム数は２８個だ

が，「知らせる」内容を

中心とした興味深い話

が掲載されている。 

・随所に段階的記述や表

現がなされており見や

すさを意識している。 

（p.11,37,79） 

・島根の課題である「表

現力」の育成に適した活

動が２８個と多く設定

されており，特に「やっ

てみよう」での「話し合

い活動」が多く設定され

ている。 

・生徒が書いた内容を含

む読み応えのあるコラ

ム・事例が多く，読み手

の意欲を喚起し読解力

の育成に役立つ内容が

多い。 

・インターネットの接続

例が４０個と多く設定

してあり PC を用いた

発展的授業展開ができ

る。 

・自分で記述可能な部分

や学習のまとめの「この

課題に取り組んでみよ

う」は，自学自習に対応

している。（p.15,137） 

・体育編，保健編そ

れぞれの冒頭に学

習目的や内容が簡

潔に図示されてお

り（p.1,49），何をど

んなふうに学習す

るのかがわかりや

すくなっている。 

 

・平面的で，現代的な挿

絵や文字構成となって

おり，学習内容の理解の

際の視覚的支援となっ

ている。 

・ページの左右に罫線入

りのスペースが確保し

てあり，窮屈感のないデ

ザインとなっている。 

 

P 

・単元ごと，単元内とも

に系統性を重視した編

集となっており，年間計

画が作成しやすい構成

となっている。 

・随所に語句の説明欄が

設けてあり理解の支援

となるとともに，写真や

図の質，量ともに適切で

ある。 

・食生活と生活分野で，

給食の内容や朝食，間

食，夜食など実際の学校

生活・家庭生活と関連づ

けてあり，現実的でわか

りやすい内容となって

いる（p.56,76） 

・「調べる」には関連す

る内容を具体的にペー

ジ数で示してあり，探究

的な学習ができるよう

になっている。 

・チェックシートで確認

する部分を多く設定す

るなど，計算や作業的内

容で興味・関心が持続し

やすい工夫がみられる。 

（単元末「用語の確認」

及びp.36,68等） 

・コラム数は３３個と多

めに設定してあり，その

内容も簡潔かつ現代的

なものが多く設置間隔

も適切で興味・関心をひ

きやすくしてある。 

・島根の課題である「表

現力」の育成に適した活

動が中心に構成されて

おり，特に「話し合って

みよう」が多く設定され

ている。 

・読み応えのあるコラム

が多く，読解力の育成に

役立つ内容が多い。 

・体力向上が島根の課題

であり，新体力テストが

多く扱ってあり，結果の

活用例も具体的に示し

てある。（p.145~147） 

・ウエブページやホーム

ページの紹介があり，接

続先もわかりやすく表

記されている。 

・発展的学習について各

単元の終わりに「探究」

が適切な量で見やすく

配置してある。 

・１ページまたは見

開き２ページによ

る構成が多く，文字

の大きさや挿絵の

大きさも適切であ

り，見やすい。また，

思考が連続してい

くように工夫され

ている。（p.62~63） 

・全体に挿絵のレベルが

中学生向きで，生徒の関

心・意欲を喚起しやすく

なっている。細かな表情

も豊かに表現できてお

り，説明の補助として適

切である。 

・生徒の立場で考えた言

葉が例示に多く使われ

ている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭科（技術分野 No.１） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・豊富な写真，図，イラ

ストが適切に使用され，

生徒にわかりやすい紙

面構成になっている。 

・「材料と加工」では，

それぞれの材料の特徴，

性質とその材料に応じ

た加工法が詳しく説明

されている。（p.42～

45） 

・身近で使える，環境に

配慮した題材が多く取

り扱われている。（p.50

～51等） 

・１～３各編では，「基

礎技能」をまとめた構成

になっている。（p.68～

83等） 

・各編の最後に「学習の

まとめ」が設けてあり，

学習を振り返って，自己

評価ができるようにな

っている。 

・豊富な実習例が用意さ

れており，生徒の興味・

関心によって選択でき

るようになっている。

（p.170～177等） 

・各編末に「Let’s click」

や「ひとくち memo」

が設けてあり，生徒の興

味を拡げる工夫がされ

ている。（p.94等） 

・各編とも技術の「評

価・活用」を大きく取り

上げた章の構成になっ

ている。（p.86～91等） 

・ガイダンス「技術と環

境について考えよう」

（p.18,19）や「環境に

配慮した材料で物を作

ろう」（p.60，61）など

環境に配慮した材料を

紹介し，生徒の実践につ

ながるよう配慮されて

いる。 

・発展的な内容について

は，「発展マーク」がつ

いており，発展的な学習

内容であることがわか

りやすくなっている。

（p.106等） 

・各編末に学習の振り返

り，確認，発展の課題が

設けられている。 

・「情報モラルを身につ

け情報を安全に利用し

よう」など情報モラルに

ついて十分取り扱って

いる。（p.198～201） 

・小学校や，高等学

校，他教科へのリン

クなど，マークで示

す工夫がされてい

る。（p.2,3） 

・「実習の安全」に

ついて大きく取扱

われている。（p.4， 

5，p.42～45等） 

・紙面の色も配慮さ

れ，またふりがなが

ゴシック体で振ら

れ，読みやすい構成

になっている。 

・各編に「評価・活用」

の章が設けてあり，持続

可能な社会の構築のた

めに，これからの技術を

考え，表現できる学習内

容になっている。 

・「基礎技能」のページ

として，加工方法や基礎

的技能がまとめてある。 

Ｃ 

・すべての製作過程を大

きな写真で示し，生徒に

分かりやすい具体的な

加工方法が記載されて

いる。p.119～121等） 

・内容が精選されてお

り，ゆったりした紙面構

成になっている。 

・製作や栽培の題材例が

豊富に紹介されている。

（p.14,15,148,149等） 

・生物育成の単元におい

ては，「ベビーリーフ」

の栽培の実習例を章の

始めから取り上げてお

り，実践的な内容構成に

なっている。（p.140～

143） 

・「材料と加工」におい

ては，p.32とp.33の間

に「ジグ」についての折

り込みがあり，安全に製

作できるよう配慮され

ている。 

・各単元において，大き

な写真やイラストがふ

んだんに表示されてお

り，それぞれにわかりや

すく，丁寧に説明されて

いる。 

・「強さへの挑戦」の「ブ

リッジコンテスト」

（p.82）や「歩くしくみ

を極めたビーチアニマ

ル」（p.126）など，生徒

の興味・関心を引く実験

や資料が紹介されてい

る。 

・「話し合おう」「調べよ

う」「考えよう」のよう

に，言語活動につながる

発問が取り入れられて

いる。（p.184） 

・「LCA」（p.134）や「フ

ード・マイレージ」

（p.147）など，社会や

環境に配慮された事項

が詳しく説明されてい

る。 

・各章末には，「まとめ」

「章末問題」のページが

あり，それまでの学習内

容を簡単に確認できる

ようになっている。

（p.84,85等） 

・「材料と加工」の単元

での製作例では，加工手

順に沿って，写真入りで

詳しく説明がなされて

おり，自主製作にも対応

できる。（p.28～30等） 

・先進的な技術につ

いても，図や写真を

交えてわかりやす

く紹介している。 

(p.83,135,185,243) 

・本文を読むと，そ

の時に参考となる

図や写真がすぐわ

かるように，記号を

使って表示されて

いる。（p.46,47等） 

・全体を通し，大きな写

真やイラストが記載さ

れており，一目見ること

で興味・関心が湧いた

り，理解の手助けになっ

たりするように工夫さ

れている。 

・「材料と加工」や「生

物育成」において，製作

や実習例を章の初めに

示し，学習の流れがつか

みやすくなっている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭科（技術分野 No.２） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｄ 

・教科のガイダンスの章

を設け，豊富な写真やイ

ラストを使用して，技術

全体の学習内容が把握

しやすくなっている。 

（p.2~19） 

・巻末資料として，コン

ピュータの基本操作が

取り上げられている。 

（p.242～253） 

 

・「材料と加工に関する

技術」の製作の単元にお

いて，「木材による製作」

（p.52～71）と「金属・

プラスチックによる製

作」（p.72～81）を分け

た構成になっている。 

・「材料と加工に関する

技術」では製作工程を重

視し，製作の単元では，

各ページの上部にどの

製作工程かがわかりや

すく図示されている。

（p.52～81） 

・各ページの欄外下に

は，「豆知識」のコーナ

ーが設けてあり，それぞ

れの学習内容を深める

情報が紹介されている。 

・各ページの右上角に

は，各単元で扱う用具等

が小さな写真で表示さ

れている。 

・「社会・環境とのかか

わり」のように，それぞ

れの章の章末には，技術

が社会や環境に果たし

ている役割について，イ

ラストなどを豊富に使

い，わかりやすく説明さ

れている。（p.128） 

・情報セキュリティ，情

報モラル，知的財産につ

いて多くのページを割

き，詳しく説明されてい

る。（p.192～203） 

・「工夫してみよう」と

いう項目を入れ，基本的

な題材から発展的な題

材への移行を容易にさ

せている。（p.216） 

・単元末に「ウォッチン

グ」という項目を設け，

学習内容を深めたり拡

げたりして，さらに探究

していく内容になって

いる。（p.170等） 

・製作過程の修正方法に

ついて，具体的な記載が

ある。（p.69） 

・技術分野４つの内

容を横断的に扱っ

た複合教材の参考

実習例として，「か

ん水装置」を紹介し

ている。（p.125） 

・学習の節目でそこ

までの学習を振り

返り，教科書に書き

込むことができる

ようになっている。

（p.153等） 

・教科の学習を始めるに

あたってのガイダンス

を重視し，豊富な資料，

写真，イラストを使用

し，3年間の学習への導

入としている。 

・「材料と加工に関する

技術」では，「木材によ

る製作」を大きく扱い，

製作工程がわかりやす

く表示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭科（家庭分野 No.１） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・p.48～53，p.112～119

のように，身に付けたい

技能が「基礎技能」とし

て掲載されている。 

・小学校での学習の振り

返りや，これからの学習

の見通しをもたせるガ

イダンスの内容が充実

している。（p.6～13） 

・p.236～239にあるよ

うに，「生活の課題と実

践」では課題解決学習の

進め方について詳しく

示されている。 

・衣食住の内容から始ま

り，生活の課題と実践は

最後にまとめて掲載さ

れている。（p.235～

245） 

・各節ごとに「目標」「チ

ェック」が設定されてい

る。（p.22,25等） 

・各編の「学習のまとめ」

では，自己評価と記述問

題による振り返りから，

実生活への活用課題が

設定されている。 

（p.88,89等） 

・p.12，13 にあるよう

に，３年後の自分を意識

することで学習意欲が

高まるよう工夫されて

いる。 

・各節とも生徒の生活の

振り返り（p.22）から学

習が進められるよう工

夫されている。 

・p.222にあるように消

費者トラブルの例で，中

学生の事例が多く掲載

されている。 

・一つ一つの実習例が，

図や写真を用いて，取り

組みやすいように表記

されている。（p.56～

75，p.150～155） 

・p.247 にあるように

「言葉のページ」が掲載

されており，家庭生活に

関する用語の習得を図

る配慮がされている。 

・「発展」と明記され、

例えば日本の伝統・文化

（p.158）や，乳児期の

写真（p.196,197）など

が取り上げられている。 

・家庭での実践課題が記

述されており，主体的に

学習を進められるよう

にされている。 

（p.81,p.105等） 

・口絵１，２が技術

分野の教科書とペ

アになっており，技

術・家庭科のつなが

りが強調されてい

る。 

・生徒が理解しやすいよ

うに写真や図，挿絵のデ

ザインや配色が工夫さ

れている。（p.122,123

等） 

・生活の自立に必要な基

礎基本に重点をおいた

学習課題が設定され，課

題解決に向けた学習の

手立てが明確に示され

ている。 

Ｃ 

・図や挿絵が多数あり，

生活体験の不足を補う

紙面とされている。 

（p.27,108,109等） 

・各章に実習例や事例が

多く掲載されている。 

（ p.92 ～ 95,190,191

等） 

・和服の着用図と説明が

詳しく示されている。

（p.157～159） 

・構成が内容A～Dの順

になっており，生活の課

題と実践が各内容の最

後（p.62～67 等）に掲

載されている。 

・導入では，生活の自己

診断や気付きを促す課

題が設定されている。

（p.10等） 

・特定の事象，事項，内

容に偏らないよう取扱

う例示を多くし，教材選

択の幅を広げる工夫が

されている。（p.104，

105等） 

・学習内容に関する資料

が豊富に掲載されてお

り，興味深く学習を進め

られる工夫がされてい

る。（p.80～82,138,139） 

・p.30，31，69にある

ように，導入で写真を効

果的に使うことにより

学習内容への関心を高

められるようになって

いる。 

 

・各学習項目の最初には

キーワードチェック

（p.32 等）が，各章の

最後には確認問題

（p.60,61等）が掲載さ

れており，知識の定着を

図る工夫がされている。 

・伝統的な郷土料理

（ p.138）とお雑煮

（p.143）で，島根県が

紹介されている。 

・「発展」と明記され，

例えば自己決定のプロ

セス（p.28）や金銭の管

理（p.238）などが取り

上げられている。 

・p.117～135 にあるよ

うに，調理例を組み合わ

せて献立を考えること

ができるよう工夫され

ている。 

・p.256にあるように，

グローバルな視点で学

習できる資料が掲載さ

れている。 

・生活の課題と実践

例では，技術分野と

連携して学習でき

る事例が挙げられ

ている。（p.146） 

 

・導入，図，本文等のレ

イアウトが統一され，学

習の流れをつかむ工夫

がされている。 

・情報量が豊富で，生徒

のもつ課題や興味・関心

に対応できるよう配慮

されている。 

 



 

選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭科（家庭分野 No.２） 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性、県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習、自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ｄ 

・写真を多く使用してお

り，しかも巻頭（p.4～

13）や各内容の導入部

分（p.16,17等）では大

きく掲載されている。 

・環境に関する学習内容

が多く取り入れられて

いる。（p.226～236） 

・『生活の課題と実践』

では実践例が多く掲載

されている。（p.241～

253） 

・構成が内容Ａ～Ｄの順

になっており，生活の課

題と実践は最後にまと

めて掲載されている。 

・小項目ごとに「学習の

目標」と「振り返り」が

設定されている。 

・p.112，p.114 にある

ように，簡単に取り組め

る実習例を紹介されて

いる。 

 

・写真を見開きで大きく

掲載することで生徒の

関心を高めたり，学習内

容を考えさせたりする

よう工夫されている。

（p.4～13,32,33,83～

85） 

・著名人のインタビュー

や体験談（p.21 等）に

より，学習内容への興味

を促している。 

・学習の導入で具体的な

課題を設定し（p.20

等），それについて調べ

たり，考えたり，話し合

ったりしながら学習が

深まるように工夫され

ている。 

・p.134には地域の特産

物としてしじみ汁が，

p.174 には気候風土と

住まいの外観として出

雲地方の築地松が紹介

されている。 

・「発展」と明記され，

例えば地域交流（p.62）

やおいしさ（p.108），環

境問題（p.236）などが

取り上げられている。 

・家庭や地域の食育推進

として取り上げられる

弁当を発展内容として

扱っており、学んだ知

識・技術が生活に活用で

きるよう工夫されてい

る。（p.130,131） 

・目次（p.2）には，

家庭分野の学習の

始めにガイダンス

として扱うべき項

目が示されている。 

・体験談や生徒実習の写

真（p.241等），実践例が

多く示してあり，学習活

動に取り組みやすいよ

う配慮されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

外 国 語 科 No.１ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習

についての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

Ａ 

・音とつづり，慣れ親し

んだ語彙をまとめて

「Warm-up」で提示す

るなど，外国語活動との

円滑な接続のための工

夫がある。 

・教材は言語材料，言語

活動，題材内容とも各学

年の生徒の発達の段階

に応じた程度であり，分

量も適切である。 

・本編は「Unit」(文法

中心)と「Plus」(コミュ

ニケーション中心)の２

部で構成され，習得から

活用への流れを通じて

４技能の総合的な育成

を行い，コミュニケーシ

ョン能力の基礎が養わ

れるようになっている。 

・「Multi Plus」におい

て，４技能を結びつけな

がら統合的に活用でき

るよう構成されている。

(３年p.32,33等) 

・生徒にとって身近な異

文化交流の場面，将来の

仕事，スポーツ，Web

ページやメール，英語の

歌や映画などが扱われ

ている。 

・写真やイラストが豊富

で，効果的に用いられて

いる。 

・広く世界の諸地域の題

材が取り上げられ，生徒

の興味・関心を高める工

夫がある。 

 

・３年生の「学び方コー

ナー」で文章のまとめ方

と題し，あるテーマにつ

いてまとまりのある文

章を書くコツが記述さ

れている。(３年p.53) 

・「Tool Box」や巻末の

「Bonus Word Box」

に，言語活動に使える語

彙や表現が豊富に掲載

されている。 

・「学び方コーナー」で

音の変化，辞書の使い

方，スラッシュ読み，５

つの文構造などを扱っ

たり，「Sound Box」で

ディクテーション(３年

p.49)やシャドーイング

(３年 p.67)などを紹介

したりするなど，自学自

習がスムーズに進めら

れるような工夫がある。 

 

・表やグラフを読み

取る活動や，読み取

った内容について

自分の意見や感想

などを書く活動を

通じて，思考力・判

断力・表現力が身に

付く工夫がある。 

・各学年巻末の「名

作鑑賞」や３年巻末

の「Further Reading」

により，まとまった

量の文章を読むこ

とができる。 

・福祉，多文化共生，国

際協力，伝統文化，人権

に係る内容を取り扱う

ことで自らの生き方を

考えさせ，感性を育むこ

とができるような工夫

がある。 

・外国語活動との接続が

意識され，４技能の総合

的育成と統合的活用を

図るために、全体的にバ

ランスのとれた内容に

なっている。 

Ｄ 

・入門期の「Let’s Start」  

では，外国語活動の内容

が反映されている。ま

た，アルファベットが

「Program」に位置付

けられ，時間をかけてて

いねいに文字指導がで

きるような工夫がある。 

・１年11，２年12，３

年10の「Program」で

構成され，１年間で無理

なく学習できる分量と

なっている。 

・各学年に３か所ずつ配 

列された言語活動「My 

Project」は，４領域の

バランスがとれた総合

的活動であり，２つ以上

の技能を関連付ける統

合的活動でもある。形を

変えて基礎を繰り返し

学習できる内容となっ

ている。(３年 p.70,73

等) 

・目的に沿って学習活動 

が行えるよう，各

「Program」の 冒頭に

目標が明示 してある。 

・生徒にとって重要なポ  

イントと授業・学習の 

手順がわかりやすく， 

興味をもって活動でき

る構成になっている。 

・全学年に辞書のページ 

とコラムが設けられ， 

語学学習への関心を高

める工夫がある。 

・１年巻末資料のアクシ 

ョンカードは多様に使 

用でき，活用への興味を

高めるものである。 

・「Program」の内容理

解を深める「Review 

Reading」と 多読・速

読 用 と し て 

「Extensive Reading」

が設けられ，まとまった

量の英語を読む力を育

成する工夫がある。 

・環境問題や異文化相互

理解を扱う題材が多く

取り上げられ，地球市 

民としての自覚を促す 

工夫がある。 

・新出語句の横のチェッ 

クボックスや，本文ペー

ジ右下の音読マークな

ど，自学自習を促す工夫

がある。 

・教科横断的な内容の

「Challenge」というコ

ーナーは，既習事項の応

用と発展であり，生徒が

興味をもちやすく，自学

を促す教材である。 

 

・サイズがAB版で， 

紙面にゆとりがあ

り，タスクの手順 

が明確になってい

る。答えの記入欄 

も充実している。  

・各「Program」の

基本表現部分と文

法解説部分が相互

参照になっており，

文法とコミュニケ

ーション活動の関

連が意識できる工

夫がある。 

・日本の伝統文化や特色 

を扱う題材が多く取り 

上げられ，自国について

深く知ることで異文化

相互理解を促し，外国に

発信できる基礎的な力

を育む工夫がある。(２年

p.70~73) 

・２，３年には人の生 き

方や平和，共生を考 え

させ，豊かな心を育む読

み物教材「Reading」が

取り上げられている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

外 国 語 科 No.２ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

E 

・各学年が４つの

「Chapter」で構成さ

れ，４領域の言語活動が

適切に配置されている。 

・学習活動に有効な写

真，挿絵，グラフ，図等

が配置されている。 

・入門期の「Let’s Enjoy 

English!」では，外国語

活動の内容が反映され

ている。 

 

・各学年の冒頭に

「Pre-Lesson」が設け

られ，外国語活動を含む

前学年段階の内容と無

理なく接続させるため

の工夫がある。 

・各学年の「Reading」

の題材には，共生，文化，

環境等についての説明

文，物語文，伝記などが

取り扱われ，生徒の感性

を高め，効果的に学習を

進めるための工夫があ

る。 

・各学年の冒頭に配置さ

れている「Pre-Lesson」

により，前学年での興

味・関心を無理なく継続

させる配慮がある。 

・一貫したテーマに基づ

いた「Chapter」，及び

そ れ を 構 成 す る

「Lesson」や「Project」

などの配列により，言語

材料及び言語活動を，興

味・関心の持続を図りな

がら効果的に学習する

ための工夫がある。 

・１年「Chapter1」で

は，一人称単数を主語と

する一般動詞から配列

され，積極的な自己表現

やコミュニケーション

活動を促す工夫がある。 

・各「Chapter」末には，

既習の言語活動や言語

材料を用いて表現活動

を行う内容や，文構造の

まとめが配置され，表現

力の育成を図る工夫が

ある。 

・各「Chapter」冒頭に

示 さ れ て い る 各

「Chapter」のねらいや

内容，見出しを通して，

見通しのある発展的な

学習を期待する工夫が

ある。 

・「Check It Out」の文

構造のまとめを活用す

ることで，各「Chapter」

の言語材料について自

学自習を通して振り返

ることができるように

なっている。 

・各学年の巻末に，

付録として「Word 

Up」，ミニ辞典コー

ナー等の単語や身

近な表現等に関す

るまとめが掲載さ

れている。 

・脚注部には，発音

記号と関連する単

語が掲載され，適切

な発音を促す工夫

がある。 

・日本の伝統文化や特色

を扱う題材等を通して，

感性を高め，自国理解と

異文化理解を促し，英語

を用いて他国の人々と

コミュニケーションを

図るための基礎的･基本

的な内容で構成されて

いる。(２年p.8~13等) 

・４技能の総合的育成と

統合的活用を図るため

に，全体的にバランスの

とれた内容になってい

る。 

F 

・各学年とも８～９の

「Lesson」で構成され，

生徒の発達の段階に適

した程度と量である。 

・外国の友達との交流等

生徒の身近な題材を取

り上げた内容で，４技能

の力をバランスよく身

に付け，コミュニケーシ

ョン能力を養うのに適

している。 

・数字や音とつづりにつ

いて，外国語活動を踏ま

えた配列になっている。 

・「不定詞を理解し，使

う」等，各「Lesson」

に３つの目的が明記さ

れ，各ページには４領域

のうち重点的に学ぶ領

域が示されており，生徒

は目標を持って学ぶこ

とができる。 

・新しい言語材料には，

その文法の用語が表示

されており，文法事項を

整理して学ぶことがで

きる。 

・各学年の冒頭には，世

界的に有名な英語の歌

が楽譜付きで掲載され

ている。 

・生徒の興味・関心を喚

起するような写真，イラ

ストが効果的に使用さ

れている。 

・生徒にとって身近なメ

ール(１年p.96~99)，Web

ページ(２年 p.84,85)，ボ

ランティア活動(２年

p.12~14)等が題材に取り

上げられている。 

・国際理解，人権，福祉，

環境，平和等，今日的な

内容が取り上げられて

おり，豊かな感性と広い

視野を養えるよう配慮

されている。 

・スピーチや会話の内容

を深めるための具体的

な方法等が「 IDEA 

BOX」の欄で示されて

いる。 

・巻末の付録には，発展

的な読み物教材や文法，

音の説明，既習単語のま

とめ等が配置されてお

り，生徒の実態や指導の

ねらいに応じて活用で

きるようになっている。 

・各「Part」の言語材

料の「Point」には、そ

の説明がある「文法の要

点」のページが示されて

おり，自学自習に役立て

られるようになってい

る。 

・つづり字と発音の

関係について，１年

巻末付録では母音，

２年巻末付録では

子音について発音

記号とともに整理

して示されている。 

・各「Lesson」のま

とめでは，その課で

学習する文法の要

点についての簡潔

な説明がある。 

・読み物教材では，平和

や環境についての題材

が取り上げられ，これら

の課題について生徒に

考えさせる内容になっ

ている。 

・登場人物が発表したり

説明したりする場面が多

く設定され，情報を相手

に効果的に伝える手法を

考えさせ，自己表現力を

高められるような工夫が

ある。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

外 国 語 科 No.３ 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 記

号 １．内容，程度，分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 
４．教科の特性，県の実態や

課題への適合等 
５．発展的学習，自学自習に

ついての工夫 
６．その他 

総   括 
（感性をはぐくむ要素を含む） 

G 

・１，２年の新出語句欄

には，本文中の語句と入

れ替え可能な語彙集が

用意されており，無理な

く語彙を増やすための

工夫がある。 

・多様な言語活動の展開

を可能とするために，文

構造や文法事項の配列

に工夫がある。 

・外国語活動を踏まえ，

１年冒頭で音声と意味，

音とつづりについて扱

っている。 

・複数の「Lesson」か

ら構成されている

「Unit」ごとに学習の

目標が明示されており，

見通しをもって学習に

取り組めるようになっ

ている。 

・「Unit」ごとに学習内

容や題材と関連付けら

れた「Project」が配置

されており，４技能の統

合的な活動を行うこと

ができる。 

・１年では身近な場面，

２年では世界や未来へ

視野を広げる話題，３年

では伝統文化や社会問

題が扱われており，各学

年の生徒の興味・関心に

合っている。 

・「Lesson」の題材に関

連付けられたコラムが

掲載されている。 

・多くの国が題材として

取り上げられており，興

味の幅や視野を広げる

ことができる。 

・日本について，伝統文

化だけでなく，先進技術

等の話題も扱われてお

り，自国への理解を深め

ることができる。 

・「 Unit 」 ご と の

「Project」は，４技能

の統合的な活動の場で

あるとともに，まとまっ

た量のつながりある文

章を書くことへの対応

が可能である。(３年

pp.42,43等) 

・３学年間にわたり，辞

書の使い方や文法事項

のまとめが掲載されて

おり，自学自習を助ける

ものとなっている。 

・３年学年末に掲載され

ている「重要構文復習リ

スト」等の内容は，前学

年等の内容を踏まえて

構成され，自学自習を助

けるものとなっている。 

・４領域の中から１

領域に焦点を当て

た「Tips」(３年p.45

等)では，様々な課題

が用意してあり，そ

れぞれの技能を多

面的に高めること

ができる。 

・発音や抑揚等につ

いての説明や演習

が随所に挿入され

ており，音声に関す

る学習を行ううえ

で有効である。 

・様々な国の話題や新旧

の日本の文化，社会問題

など多岐にわたる題材

は，生徒のものの見方や

考え方を広げるもので

ある。 

・４技能の総合的育成と

統合的活用を図るため

の活動例が豊富に掲載

されている。 

J 

・外国語活動を踏まえ，

音声と文字を結びつけ

るための教材が１年生

の冒頭に配置してある。 

・１年では身近な話題，

２年では外国の生活や

平和・福祉，３年では社

会問題などを扱い，生徒

の発達の段階に応じた

題材が設定されている。 

・各「Unit」は，文法

や重要事項の導入，

「Activity」(習得)から

「Task」(活用)といった

構成になっている。 

・学習事項をまとめて整

理する「Language Focus」

が設けてある。 

・「Activity」で４領域

をバランスよく学習し，

「Task」や「Small Goal」

で４技能の統合的な活

用がなされる工夫があ

る。(2年pp.34~38等) 

・１年から３年までの本

文が一貫したストーリ

ーとなっており，登場人

物に思い入れを持ちな

がら，人間関係や場面，

ストーリーに興味をも

って学習が進められる。 

・各「Unit」冒頭の扉

のページでは学習の目

標を明示するとともに

題材について話し合っ

たり内容を予想したり

することで興味・関心を

喚起する工夫がある。 

・「Word Square」を教

科書中央のページに設

け，言語活動を豊かにす

る語彙を多数掲載して

いる。 

・「Task」でテーマに沿

ってまとまりのある文

章を書く活動が盛り込

まれている。 

・発展的学習のための工

夫として，巻末に選択読

み物教材の「Special 

Program」が配置され

ている。 

・各学年巻末付録の文法

のまとめでは，文法事項

を体系的に整理できる

ようになっており，自学

自習に役立てられるよ

うになっている。 

 

・“shoot a video”(1

年 p.93)など，実用

的で自然な英語が

随所に取り上げら

れている。 

・各「Unit」に「Read 

& Think」が設けら

れ，読んだ内容につ

いて考え，感想や意

見を述べることで

思考力・判断力・表

現力の育成を図る

工夫がある。 

・本文が一貫したストー

リーになっていること

が特徴であり，本文が心

に響く内容になったり，

言葉を使う場面と目的

が明確になったりして

いる。 

・「Let’s Read」では，生

き方や平和，社会問題に

ついて考えさせたりす

る題材が取り上げられ

ている。 



 


